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人口 75,781人

男
女

世帯数

36,584人

39,197人

29,347世帯

（うち外国人 518人）

Turn to Page 19 for the CIR column "Ko'u mana'o ulu wale" in English.
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※掲載している施設やイベントで、車イスの利用を希望される方は、各主催者などに問い合わせてください。

夏休みは
家族みんなで出かけよう
福祉と暮らし
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市役所開庁時間
月〜金曜日（祝日・年末年始を除く。）　午前8時30分〜午後5時15分
市役所への問合せ・申込みなどは、原則、開庁時間内にお願いします。
略字の見方
時＝日時、期日　所＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　出＝出演　
対＝対象、資格　定＝定員、募集人数　¥＝料金、参加費（税込）　持＝持ち物　
申＝申込み　問＝問合せ　主＝主催　共＝共催・協力　後＝後援　他＝その他
着先 …申込み先着順　 選抽 …申込み多数の場合抽選

注）対どなたでも、定特になし、¥無料、申不要（直接会場へ）の場合は記載なし
市ホームページ URL http://www.city.kizugawa.lg.jp/

まちの話題
ホール・イベント
情報ラインナップ
ごみ収集日

…
…
…
…

20
21
28
34

ええやん!
きづがわ

（木津川市 公式
Facebook）

インターネット
放送局

（木津川市 公式
youtube）

木津川市
ホームページ

2016年に木津川アートの市民企画として
おこなわれた“上狛キャッツ”のダンスワー
クショップが、６月13日、上狛小学校でお
こなわれました。プロの方から楽しく教え
ていただき、お茶猫体操を踊りました。

楽しくダンス♪息をそろえて
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　簡単な英語を使って、アメリカ出身の講師と2時
間たっぷり遊びます！ゲームやユニークなアクテ
ィビティがいっぱいです。 
■時8月18日（金）　午後1時30分～3時30分
■所東部交流会館
■対市内にお住まい・在学の小学4～6年生
　※兄弟がいる場合は相談してください。
■定30人 先着

■講市ALT（英語指導助手）、国際交流員の皆さん
■申  ・■問8月15日までに市国際交流協会事務局（東部

交流会館内、☎71-8130）へ。

夏休みは 出かけよう！
家族

京都サンガF.C. ホームゲームにご招待
　木津川市は京都サンガF.C.のホームタウンです。
市民の皆さん、スタジアムでサンガを応援しましょう！
■時①9月2日（土）　vsレノファ山口FC
　②9月23日（土・祝）　vs湘南ベルマーレ
　※開始時刻は京都サンガのホームページで発表します。
■所  西京極総合運動公園 陸上競技場兼球技場（京都市右京区）
■定  10組20人（ホーム自由席）
　※満席の場合は他席種へ案内します。
■申  ①8月18日②9月8日までに往復はがきで次へ。
　（1枚につき、2人まで招待）

往信表面　　〒610-0102　城陽市久世上大谷89-1
（送付先）　　京都サンガF.C.　
　　　　　　「木津川市広報ご招待」係
往信裏面　　 郵便番号・住所、氏名、電話番号、対戦チーム名
返信表面　　郵便番号・住所、氏名
返信裏面　　白紙のままお送りください。
※ 当選の発表は、入場券引換はがきの発送をもって

代えさせていただきます。
■問京都サンガF.C.ホームタウン推進課　
　☎0774-55-7603

■時8月26日（土）・27日（日）　午前10時～午後3時
■所山城町森林公園事務所前集合
■対市内にお住まいの小学生（保護者同伴）
■定各20家族 先着

■内  子どもの写真撮り方教室、山城町森林公園で自然
体験、山口さんの農園でブルーベリー狩り（1家
族250g分はツアーに含まれています。）
■他・カメラ（LUMIX）は貸し出し（無料）を使用。
　・ 上質な音楽と日本一のバリスタによるコーヒ

ーでほっと一息
　・ 参加者の写真は、東京・大阪・木津川市内での写

真展で展示予定
　・ 中学生以上200円／人、小学生以下100円／人

（環境整備協力金）、駐車場500円／台は自己負
担です。

■申  8月17日（必着）までに往復はがきで次へ。
　※1枚につき2人まで
　往信表面　〒619-0216　州見台1-1-1
　　　　　　ガーデンモール木津川2階
　　　　　　（一社）木津川市観光協会
　　　　　　「きづがわいい発見ツアー」係
　往信裏面　 お子さんの氏名、学校名、学年、保護者

の氏名、電話番号、希望のツアー日
　返信表面　郵便番号・住所、氏名
　返信裏面　白紙のままお送りください。
　※ 当選の発表は、はがきの発送をもって代えさせ

ていただきます。
■問（一社）木津川市観光協会
　☎73-8191　 kanko@0774.or.jp

「きづがわいい」発見ツアー「きづがわいい」発見ツアー
親子で楽しむ夏休み！思い出を写真に残そう！

■時8月27日（日）　午後2時～
■所東部交流会館「多目的ホール」
■内親子で英語体験（歌やゲームなど）
■対市内の小学1～3年生と保護者
■定20組 抽選

■講  クリスティーナ・シラジー氏（市民講座講師）、
　キャラメルの会（英会話サークル）
■持はさみ、飲み物、タオル
■申・■問8月19日までに次へ。
　東部交流会館　☎71-8130
■主市教育委員会
■他動きやすい服装でお越しください。

英語とあそぼ（英語体験） 夏休み　子ども英語企画
アメリカ人の先生と遊ぼう!

夏の魅力たっぷりな市内スポットでの撮影ツアーです。大自然とブルーベリー狩りを楽しみながら、プロの写
真家（佐藤仁重氏）による子どもの写真の撮り方を学びましょう。

みんな
で
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2018

前期＜講座④＞

「ゼミ登録」
前期＜講座⑤＞

「瓶原と万葉集」

・　木津川アートプロジェクト事務局　☎ 73-8191問 申

参
加
者
に
は
も
れ
な
く

「
木
津
川
ア
ー
ト

　
恭
仁
宮
大
学
学
生
証
」が

発
行
さ
れ
ま
す
！

8月 恭仁宮大学カリキュラム

　木津川アート2018開催に向けて、開催地「瓶原」
の魅力を１年かけて掘り起こしていくプロジェクト
「恭仁宮大学」、１回だけの参加でもきっと面白い発
見があるはず。気軽に参加してください。

　6、7月の講座では、さまざまな分野の先生から学びました。
参加した皆さんはいろいろなことに興味を持ったと思います。
今回は、それぞれの専攻希望を聞き、これからの進め方を話
し合います。これを「ゼミ登録」と言います。1つのテーマを
より深く学ぶ楽しみを、共に味わいましょう。
　その後、学生間の交流のためにバーベキューをおこないま
す。どちらかのみの参加も歓迎です。ぜひ、この「ゼミ登録」
に出席してください。

　私たちの身近な場所で詠まれた万葉集には
どんな歌があるのでしょうか。南陽高等学校
の小西 亘先生を講師に迎え、日本最古の和歌
集を学びます。
　後半は、図書館の使い方について学びます。
図書館を使って瓶原や恭仁京の歴史について調
べるときの基礎的な方法を教えていただきます。

8 月 5 日（土）
①午前10時～午後1時 
②午後1時 ～4時  
①くにのみや学習館
②恭仁宮跡（加茂町例幣）

時

所

内

￥

申

8月26日（土）　午前10時～正午
加茂文化センター
①瓶原と万葉集　②図書館を活用しよう
①小西 亘　氏（南陽高等学校国語科教諭）
②池田（中央図書館職員）

時

内

所

講

「図書館を活用しよう」

②1,000 円
①ゼミ登録
②バーベキュー
8月4日までに事務局へ。

「恭仁宮
くにのみや

大学」で
学びませんか？

みかのはら

お茶の京都博

　カブキモノ茶宴
　世界トップクラスの技術力を結集し、秀吉が利休に命じて作らせた黄金
の茶室にインスピレーションを得た、「久御山流『黄金茶室』」で「かぶき者」
を演出。従来の茶室とは違った異風な雰囲気で皆さんをおもてなしします。
■時11月4日（土）・5日（日）
■所  久御山町役場周辺
■問お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） ☎075-414-4529　
　詳しくは、　　　　　　　　　　　
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※市内の他の保育園でも園庭開放をおこなっています。

木 津
木津東部
加 茂
山 城

木 津 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
木津東部子育て支援センター
加 茂 子 育 て 支 援 セ ン タ ー
山 城 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

（木 津 保 育 園 内）
（梅 美 台 保 育 園 内）
（い づ み 保 育 園 内）
（やましろ保育園内）

☎71–1115
☎71–8041
☎76–2130
☎86–4843

8月

0〜3歳児と保護者のための子育てサロン
わくわくひろば　☎73-0308

げんきっ子　☎71-0040

　おもちゃで遊んだり、おしゃべりや子育ての情報
交換をしたり、紙芝居や手遊びなどのお楽しみタイ
ムもあります。授乳コーナーもありますので、赤ち
ゃんと一緒でも安心してお越しください。

　ゆったりと遊んだり、おしゃべりしたりする時間
や、絵本の読み聞かせ・体操・リトミックなどのお楽
しみメニューもあります。

※祝日は休みです。

時
　
所
他

時
所

月・水・金曜日　午前10時30分～午後3時30分
土曜日　　　 午前10時30分～正午
アルプラザ木津店2階
イベント開催日はお楽しみタイムはありません。

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30分
ガーデンモール木津川2階

ところ と　き
木 津 月～金曜日　午前9時30分～午後4時

木津東部 月～金曜日　午前9時  　　～午後5時
土　曜　日　午前9時　　  ～午後3時

加 茂 月～金曜日　午前9時30分～午後4時山 城

　壊れた“おもちゃ”を無料（原則）で修理しています。

　未就園児対象の子育てサークルが、各地域にあり
ます。参加を希望される方は、問い合わせてください。

時 午後1時30分～4時

木津老人福祉センター
加茂ふれあいセンター

8月5日、9月2日（土）
8月18日（金）

木津支所（木津老人福祉センター内）　☎72-5532
加茂支所（加茂ふれあいセンター内）　☎76-4338
山城支所（山城保健センター内）　　　☎86-4151

　おもちゃで楽しく遊んでもらい、気に入ったもの
があれば貸し出します。

時午前10時～正午

8月2日・16日、9月6日（水）
8月10日（木）
8月24日（木）

時午前10時～11時30分

木津老人福祉センター
梅美台保育園
山城保健センター

加茂ふれあいセンター 8月8日・22日（火）

子育て相談

園庭開放など

社会福祉協議会

子育てサークル

おもちゃの図書館

木津川おもちゃ病院

と　き 内　容 ところ

1日 火

午前10時 ～11時30分 おしゃべりサロン 木 津

午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部

午前10時 ～11時30分 水遊び・室内開放（一緒に歌おう） 加 茂

午前10時 ～11時30分 園庭で遊ぼう（水遊び） 山 城

2日 水
午前10時 ～11時30分 パズルで遊ぼう 加 茂

午前10時 ～11時30分 えのぐ遊び 山 城

3日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（あさがおの制作） 木 津

午前10時 ～正午 自由遊び・水遊び 木津東部

午前10時 ～11時30分 作りましょう（シャラシャラ花火の壁飾り）加 茂

午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放（絵本タイム） 山 城

4日 金 午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

7日 月 午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

8日 火

午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部

午前10時 ～11時30分 水遊び・室内開放（ふれあい遊び） 加 茂

午前10時 ～11時30分 季節の制作「ゆらゆら風船」 山 城

9日 水 午前10時 ～11時30分 わくわくタイム（わらべうたで遊ぼう）加 茂

10日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（歌とふれあい） 木 津

午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

午前10時 ～11時30分 アイクリップで遊ぼう 加 茂

午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放 山 城

17日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（絵本読み聞かせ） 木 津

午前10時 ～11時30分 おもちゃで遊ぼう 加 茂

午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放 山 城

21日 月 午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

22日 火

午前10時 ～11時30分 おしゃべりサロン 木 津

午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部

午前10時 ～11時30分 水遊び・室内開放（体操をしよう） 加 茂

午前10時 ～11時30分 ふれあい遊びとミュージックケア 山 城

23日 水
午前10時 ～11時30分 おはなしタイム 加 茂

午前10時 ～11時30分 わいわいサロン・誕生会 山 城

24日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放（食育） 木 津

午前10時 ～正午 自由遊び・水遊び 木津東部

午前10時 ～11時30分 わくわくタイム（手遊びで遊ぼう）加 茂

午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放（カプラで遊ぼう） 山 城

25日 金 午前10時 ～正午 作って遊ぼう「スイカうちわ」、自由遊び 木津東部

28日 月 午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

29日 火

午前10時 ～11時 はじめてのお誕生会 木 津

午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ） 木津東部

午前10時 ～11時30分 水遊び・室内開放（絵本の読み語り）加 茂

午前10時 ～11時30分 手作りおもちゃ（パクパクアニマル）山 城

30日 水
午前10時 ～11時30分 誕生会 加 茂

午前10時 ～11時30分 おはなし会（おはなしたまご） 山 城

31日 木

午前9時30分 ～11時30分 園庭・室内開放 木 津

午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

午前10時 ～11時30分 ふれあって遊ぼう 加 茂

午前10時 ～11時30分 園庭・室内開放（歌タイム） 山 城
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掲
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ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

平
成
29
年
度
後
期
親
子
教
室	

参
加
者
募
集

　
子
育
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
、話
し
相
手

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■時 

10
月
～
平
成
30
年
３
月
の
水
曜
日

　（
11
回
程
度
）

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
平
成
28
年
３
月
以

前
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
保
護
者

　
※
各
セ
ン
タ
ー
初
回
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

■定
①
40
組
②
60
組  

抽
選

■申 

９
月
８
日（
必
着
）ま
で
に
往
復
は
が
き

の
往
信
裏
面
に
、子
ど
も
の
氏
名（
ふ
り

が
な
）、生
年
月
日
、保
護
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

次
の
希
望
す
る
セ
ン
タ
ー
へ
。な
お
、返

信
面
に
は
保
護
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■所
・
■問

　
① 

木
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
木
津
保
育
園
内
）「
親
子
教
室
」  

〒
６
１
９-

０
２
１
４
　
木
津
白
口
65
　

☎
71-

１
１
１
５
　

　
　

　
② 

木
津
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
梅
美
台
こ
ど
も
園
内
） 

 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」 

 

〒
６
１
９-

０
２
１
５
　  

 

梅
美
台
１
丁
目
10
番
地
　 

 

☎
71-

８
０
４
１

　
　
■他
・
重
複
し
て
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
・ 

９
月
14
日
に
各
セ
ン
タ
ー
で
抽
選

し
、結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ン
教
室（
樹
脂
で
作
ろ
う
）

～
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
～

■時
９
月
９
日
、10
月
14
日
、11
月
11
日（
土
）

　
午
後
２
時
～
４
時（
連
続
３
回
講
座
）

■￥
５
０
０
円

■定
15
人 

抽
選

■申 ・
■問
８
月
17
日（
郵
送
の
場
合
は
８
月
15

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、所
定
の
申
込
書

に
、参
加
児
童
氏
名（
ふ
り
が
な
）、学
校

名
、学
年
、保
護
者
氏
名
、郵
便
番
号
・
住

所
、電
話
番
号
を
記
入
、押
印
し
、郵
送

ま
た
は
持
参
で
次
へ
。

　
木
津
児
童
館
　
☎
72-

４
７
０
０

　
〒
６
１
９-

０
２
１
４
　
木
津
清
水
27-

４

■他
申
込
書
は
木
津
児
童
館
に
あ
り
ま
す
。

　
※
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

小
児
の
救
急
救
命
講
座

　
さ
ま
ざ
ま
な
応
急
処
置
の
方
法
を
、救

急
救
命
士
か
ら
教
わ
り
ま
せ
ん
か
。

■時
９
月
15
日（
金
）　
午
前
10
時
～
11
時

■所
木
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
乳
幼
児
の
い
る
保
護
者

■定
20
人 

抽
選

■申 

８
月
31
日（
必
着
）ま
で
に
往
復
は
が
き

の
往
信
裏
面
に
子
ど
も
の
氏
名
、生
年

月
日
、保
護
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、次
へ
。な
お

返
信
面
に
は
必
ず
保
護
者
の
郵
便
番
号

・
住
所
、氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 

木
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
小
児
の
救
急
救
命
」　
☎
71-

１
１
１
５

　
〒
６
１
９-

０
２
１
４
　
木
津
白
口
65

小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム

・ 

講
演
会「
子
ど
も
の
急
病
対
策
～
子
ど

も
に
よ
く
あ
る
け
が
と
応
急
処
置
に
つ

い
て
～
」

　
■講
こ
い
し
整
形
外
科
　
小
石 

逸
人
　
先
生

　
■定
50
人

・
講
習「
救
急
対
応
実
技
等
」（
実
技
体
験
）

　
■講
相
楽
中
部
消
防
組
合

　
■定
20
人
　
　

■他
・
聴
講
・
見
学
は
自
由
。

　
・ 

そ
の
他
、健
康
相
談
、情
報
提
供
コ
ー 

ナ
ー
、が
ん
検
診
受
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
な
ど

■時
９
月
30
日（
土
）　
午
後
１
時
～
４
時

　（
講
演
は
午
後
２
時
～
）

■所
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ「
視
聴
覚
室
・
研
修
室
」

　
※
保
育
ル
ー
ム
あ
り

■申 

実
技
の
体
験
希
望
者
、保
育
ル
ー
ム
の

利
用
希
望
者
は
、８
月
31
日（
必
着
）ま

で
に
、参
加
申
込
者
の
氏
名
、郵
便
番
号

・
住
所
、連
絡
先
、参
加
者
全
員
の
氏
名
、

お
子
さ
ん
の
性
別
、年
齢
、保
育
ル
ー
ム

利
用
の
有
無（
生
後
６
か
月
以
上
の
未

就
学
児
の
み
）を
記
入
し
、郵
送
、フ
ァ

ッ
ク
ス
又
は
電
子
メ
ー
ル
で
、次
へ
。

　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

　
小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当

　
〒
６
１
９-

０
２
１
４
　
木
津
上
戸
18-

１

　
☎
72-
４
３
０
１
　

fax

72-

８
４
１
２

　 
yam

ashin-ho-m
inam

i-kikaku@
 

　pref.kyoto.lg.jp

■主 

山
城
南
保
健
所
、（
一
社
）相
楽
医
師
会

■後
木
津
川
市

け
い
は
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座

　
学
研
都
市
で
進
む
最
新
の
赤
ち
ゃ
ん
の

研
究
を
紹
介
し
、パ
パ
・
マ
マ
を
応
援
し
、

保
育
の
仕
事
に
携
わ
る
方
々
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
＂眠
り＂
と
生
活
リ
ズ
ム

　
赤
ち
ゃ
ん
の
＂眠
り＂
の
役
割
を
正
し
く
理
解

し
、生
き
る
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■時
９
月
１
日（
金
）　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■所
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
５
階「
黄
河
」

■定
40
人 

先
着

■他 

専
門
家
向
け
の
内
容
で
す
が
、ど
な
た
で
も

受
講
で
き
ま
す
。お
子
さ
ん
の
入
室
は
不
可
。

＂寝
る
子
は
育
つ＂
の
深
い
意
味

　
赤
ち
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な
睡
眠
を
育

て
、守
る
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■時
９
月
２
日（
土
）　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■所
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
３
階「
ナ
イ
ル
」

■定
１
０
０
人 

先
着

■他 

お
む
つ
替
え
や
授
乳
の
ス
ペ
ー
ス
あ
り
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
受
講
で
き
ま
す
。

■申 

８
月
30
日（
必
着
）ま
で
に
、希
望
の
日
程
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、性
別
、年
代
、住
所
、電
話
番

号
、フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号（
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
）、同
伴
予
定
の
お
子
さ
ん
の
人
数
、年
齢

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
次
へ
。

■問 ・
■主
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

　
☎
０
７
７
４-

95-

５
０
３
４

　
fax

０
７
７
４-

98-

２
２
０
５

　

akachan@
m

l.keihanna-plaza.co.jp

■他 

監
修
は
、同
志
社
大
学
赤
ち
ゃ
ん
学
研

究
セ
ン
タ
ー
で
す
。
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母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク

　
母
子
家
庭
の
母
親
を
対
象
に
、無
料
で

半
日
の
人
間
ド
ッ
ク
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■時
12
月
～
平
成
30
年
３
月

■所
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

■内 

尿
検
査
、便
検
査
、血
液
検
査
、胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、胃
透
視（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）、

心
電
図
検
査
、内
科
・
子
宮
頸
が
ん
検
査

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　
・ 

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、市
内
に

お
住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
親

　
・ 

満
30
歳
以
上
65
歳
未
満
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
者

　
・
昨
年
受
診
し
て
い
な
い
方

■定 

20
人（
申
込
み
が
定
員
を
上
回
っ
た
場

合
、受
診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
の
可
否
は
返
信
書
類
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。）

■申 

９
月
１
日
ま
で
に
、申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、82
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
え
て
、山
城
南
保
健
所

福
祉
室
、こ
ど
も
宝
課
、加
茂
・
山
城
支

所
へ
。

■問
こ
ど
も
宝
課
　
☎
75-

１
２
１
２

■他
・ 

受
診
申
込
書
は
、山
城
南
保
健
所
、こ

ど
も
宝
課
お
よ
び
加
茂
・
山
城
支
所

に
あ
り
ま
す
。

　
・ 

再
検
査
お
よ
び
交
通
費
は
自
己
負
担

で
す
。

　
・ 

事
情
な
く
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場

合
、来
年
度
以
降
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

木
津
川
市
公
立
保
育
所
民
営
化
等	

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は「
育
て
よ
う
未
来
に
は
ば
た
く

子
ど
も
た
ち
～
子
育
て
支
援
Ｎ
ｏ
．１
の

ま
ち
を
築
こ
う
～
」の
基
本
理
念
の
基
、将

来
を
担
う「
子
ど
も
は
宝
」で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は「
木
津
川
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」の
実
現
に
向
け
、「
木
津

川
市
待
機
児
童
の
解
消
対
策
等
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」を
基
に
、公
立
保
育
所
民
営
化
に
つ
い

て
、よ
り
具
体
的
に
民
営
化
の
推
進
を
図
る

た
め
の
実
施
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
る
と
と
も
に
、こ
ど
も
宝
課
、総
務

課（
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
）、学
校
教
育
課
、加
茂

・
山
城
支
所
、中
央
・
加
茂
・
山
城
図
書
館
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問
こ
ど
も
宝
課
　
☎
75-

１
２
１
２

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
職
相
談
会

　
就
職
に
関
す
る
支
援
や
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
紹
介
な
ど
の
情
報
提
供
・
相

談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■時
８
月
８
日
・
22
日（
火
）

■所 ・
■問
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー「
あ
ん
」（
木
津
駅
前
１-

10
）

　 

☎
71-

０
７
０
１

　
　
０
８
０-

１
４
２
８-

３
４
２
０

　
fax

71-

０
７
０
５

■他 

相
談
会
当
日
以
外
で
も
、相
談
で
き
ま
す
。

女
性
の
集
い

　
１
人
で
悩
ま
ず
に
、女
性
の
集
い
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

■時
８
月
８
日（
火
）　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■所
東
部
交
流
会
館｢

調
理
室｣

■内
菓
子
作
り
と
茶
話
会

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
心
に
不
調
や
病
の
あ
る
女
性

■定
８
人 

先
着

■￥
１
５
０
円

■申 ・
■問
8
月
4
日
ま
で
に
、電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　
社
会
福
祉
法
人
い
づ
み
福
祉
会

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
づ
み

　
☎
76-

０
０
７
６
　

fax

66-

１
２
４
６

き
こ
え
の
相
談
会

　
聴
力
測
定
も
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■時 

８
月
29
日（
火
）　
午
前
10
時
～
、

　
午
前
11
時
～
、午
後
１
時
～
、午
後
２
時
～
　

■所 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

■内
聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、聴
力
測
定

　（
聴
力
測
定
を
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
で
聴
こ
え
に
不
自
由

を
感
じ
て
い
る
方
と
そ
の
家
族

■申 

８
月
22
日
ま
で
に
、氏
名
、年
齢
、郵
便

番
号
・
住
所
、電
話（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）番
号
、

相
談
内
容
、希
望
の
時
間
帯
を
次
へ
。

　
※ 
申
込
多
数
の
場
合
は
、時
間
変
更
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■問
〒
６
１
９-
０
２
１
４
　
木
津
上
戸
15

　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
75-

２
０
３
０
　

fax

72-

６
８
６
２

京
都
府
　
補
聴
器
・
耳
の
こ
と
相
談

■時
９
月
６
日（
水
）　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■所 

東
部
交
流
会
館
　
　

■内 

医
師
な
ど
に
よ
る
聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、

補
聴
器
の
利
用
相
談
な
ど（
20
分
程
度
）

■対
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方

■定
６
人 

先
着

■持 

身
体
障
害
者
手
帳
、補
聴
器（
お
持
ち
の

方
の
み
）

■申 

８
月
14
日
～
25
日
に
、電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

■問
社
会
福
祉
課

　
☎
75-

１
２
１
１
　

fax

75-

２
０
８
３

■主
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

■他 

予
約
時
間
や
定
員
の
都
合
で
、希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
お
手
続
き
を
！

　
変
更
の
手
続
き
に
は
、本
人
確
認
が
必

要
で
す
。登
録
変
更
の
届
け
は
窓
口
で
の

申
請
の
ほ
か
、郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
個
別
計
画
書
に
登
録
で
き
る
情
報
量
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、命
に
関
わ
る

情
報
の
み
の
登
録
に
協
力
く
だ
さ
い
。

　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
避
難
な
ど
に
不
安
が
あ
る
方

は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
社
会
福
祉
課
　
☎
75-

１
２
１
１

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
・

個
別
計
画
書
に
登
録
の
皆
さ
ん
へ



広報           2017.87

掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を	

ご
存
じ
で
す
か
？

　
こ
の
制
度
は
現
在
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険（
国
民
健
康
保
険
、社
会
保
険
な
ど
）

に
加
え
て
利
用
い
た
だ
く
も
の
で
、認
定

さ
れ
た
場
合
は
、医
療
機
関
で
の
自
己
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。新
た
に
認
定
を
希

望
す
る
方
は
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

老
人
医
療

■対 

所
得
税
非
課
税
世
帯（
＊
）の
65
歳
以
上

70
歳
未
満
の
方

　
※ 

昭
和
25
年
8
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の

方
は
、一
定
の
所
得
以
下
の
場
合
、対

象
と
な
り
ま
す
。

　
＊
所
得
税
非
課
税
世
帯
と
は

　
　 

対
象
者
本
人
と
主
た
る
生
計
維
持
者
に

所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

障
害
者
医
療

■対
・ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
方

　
・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
方

　
※ 

３
級
ま
た
は
Ｂ
判
定
の
方
に
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療

■対 

ひ
と
り
親
家
庭
の
18
歳
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
親

　
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業

■対 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の

方
で
、次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

　
・ 

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
～
3
級
の
方

　
・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
方

　
※ 

３
級
ま
た
は
Ｂ
判
定
の
方
に
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■申 

必
要
書
類
を
持
参
し
、国
保
年
金
課
、加

茂
・
山
城
支
所
へ
。

■持 

印
か
ん
、健
康
保
険
証（
対
象
者
の
も

の
）、平
成
29
年
１
月
2
日
以
降
に
他
の

市
区
町
村
か
ら
木
津
川
市
へ
転
入
さ
れ

た
方
は
、18
歳
以
上
の
世
帯
全
員
の
平

成
29
年
度
所
得
課
税
証
明
書（
控
除
額

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）ま
た
は
非

課
税
証
明
書（
平
成
29
年
１
月
１
日
に

お
住
ま
い
で
あ
っ
た
市
区
町
村
か
ら
取

り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。）、身
体
障
害
者

手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳（
障
害
者
医
療

ま
た
は
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理

事
業
の
対
象
の
方
）

■問
国
保
年
金
課
　
☎
75-

１
２
１
４

年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ
は	

あ
り
ま
せ
ん
か

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間（
受
給
資
格
期
間
）が
、８
月
１

日
か
ら「
10
年
」に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
黄
色
の
封
筒 

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）が
届
い
て
い
る
方
は
、年

金
が
受
け
取
れ
ま
す
。ま
だ
、請
求
手
続
き

を
し
て
い
な
い
方
は
、早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

書
類
の
提
出
先

① 

全
て
の
加
入
期
間
が
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者（
自
営
業
者
な
ど
）期
間
の
方

↓

　 

国
保
年
金
課
お
よ
び
加
茂
・
山
城
支
所

② 

①
以
外
の
方（
国
民
年
金
第
3
号
被
保

険
者
・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
の
加

入
期
間
が
あ
る
方
な
ど
）

↓

　 

最
寄
り
の
年
金
事
務
所

　
※ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０

-

０
５-

１
１
６
５
）で
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置

す
る
と
、強
制
徴
収
に
よ
っ
て
、被
保
険
者

は
も
と
よ
り
連
帯
納
付
義
務
者
で
あ
る
世

帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
財
産
が
差
し
押
さ

え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、納
め
忘
れ
が
あ
る
方
に
対
す
る

電
話
や
文
書
、個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督

励
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、京
都
南
年
金
事
務
所
の
国

民
年
金
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
京
都
南
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
５-

６
４
３-

２
５
４
７

　
国
保
年
金
課
　

　
☎
75-
１
２
１
４

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、次
の
日
程
で
、現
況
届
と
所
得

状
況
届
を
受
け
付
け
ま
す
。提
出
が
な
い
場

合
は
、手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

提
出
期
間
　
８
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

提
出
期
間
　
８
月
10
日（
木
）～
９
月
11
日（
月
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
、障
が
い
児
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。い
ず
れ
も
支
給
要
件
や
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■持
通
知
書
、印
か
ん
、手
当
証
書
な
ど

　
※ 

提
出
用
紙
は
事
前
に
郵
送
し
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
窓
口
　
こ
ど
も
宝
課
、加
茂
・
山
城
支
所

■問
こ
ど
も
宝
課
　
☎
75-

１
２
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
の
交
付

　
受
け
取
り
休
日
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

■時
８
月
12
日（
土
）　
午
前
９
時
～
正
午

■所
市
民
課
　
※
本
庁
の
み

■内 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

の
交
付（
交
付
案
内
通
知
は
が
き
を

お
持
ち
の
方
）の
み
対
応
し
ま
す
。

　
※
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
市
民
課
　
☎
75
‐
１
２
１
０
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特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

■対 
身
体
・
精
神
・
知
的
の
重
度
の
障
が
い
が

２
つ
以
上
重
複
す
る
な
ど
に
よ
り
、日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度

障
が
い
者

支
給
額
　
２
６
，８
１
０
円
／
月

■他 

障
が
い
者
支
援
施
設
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
ま
た
は
病
院
な
ど

に
３
か
月
以
上
入
院
し
た
時
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

■対 

身
体
・
精
神
・
知
的
の
重
度
の
障
が
い
に

よ
り
、日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
重
度
障
が

い
児

支
給
額
　
１
４
，５
８
０
円
／
月

■他 

障
が
い
児
入
所
施
設
な
ど
に
入
所
ま
た

は
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※ 

支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、

定
め
ら
れ
た
診
断
書
の
記
載
内
容
で
審

査
し
ま
す
。申
請
を
検
討
さ
れ
る
場
合

は
、事
前
に
社
会
福
祉
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

本
人
・
配
偶
者
ま
た
は
生
計
を
共
に
す

る
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

以
上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■問 

社
会
福
祉
課
　
☎
75-

１
２
１
１

平
成
29
年
度
木
津
川
市	

男
性
介
護
者
の
つ
ど
い

　
介
護
者
の
３
人
に
１
人
は
男
性
で
す
。

男
性
介
護
者
の
つ
ど
い
で
、そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
経
験
と
知
恵
を
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
。

■時
８
月
23
日（
水
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■所 

女
性
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

「
会
議
室
・
調
理
室
」

■内 

講
演「
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活
の
話
と

試
食
」、交
流
会

■講
北 

安
代
　
氏（
栄
養
士
）

■対 

男
性
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
介

護
経
験
の
あ
る
方
、男
性
介
護
に
関
心

の
あ
る
方

■申
８
月
21
日
ま
で
に
、電
話
で
次
へ
。

　
高
齢
介
護
課
　
☎
75-

１
２
１
３

介
護
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

　
制
度
改
正
に
伴
い
、高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
基
準
が
８
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま

す
。（
所
得
要
件
が
住
民
税
非
課
税
の
方
お

よ
び
現
役
並
み
所
得
者
に
相
当
す
る
方
が

い
る
世
帯
の
方
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

現
役
並
み
所
得
者（
※
１
）

　
４
４
，４
０
０
円
／
世
帯

住
民
税（
個
人
住
民
税
）課
税
者
の
い
る
世
帯

　
４
４
，４
０
０
円
／
世
帯（
※
２
）

住
民
税（
個
人
住
民
税
）非
課
税
世
帯

　
２
４
，６
０
０
円
／
世
帯 

　 

た
だ
し
、合
計
所
得
金
額
＋
課
税
年
金

収
入
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
方

ま
た
は
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は 

１
５
，０
０
０
円
／
個
人

生
活
保
護
の
方
な
ど

　
１
５
，０
０
０
円
／
個
人

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75-

１
２
１
３

■他 （
※
１
）同
一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５

万
円
以
上
の
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
が

い
て
、収
入
が
単
身
３
８
３
万
円
以
上
、

２
人
以
上
５
２
０
万
円
以
上
の
方

　 （
※
２
）同
一
世
帯
の
す
べ
て
の
65
歳
以

上
の
被
保
険
者
の
方
の
利
用
者
負
担

割
合
が
１
割
の
世
帯
に
年
間
上
限
額 

（
４
４
６
，４
０
０
円
）を
設
定

認
知
症
の
方
が		

	
	

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
活
動

　
市
で
は
、認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
に
よ
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」の
養
成
講
座
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は

　
地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
や
認
知
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
具
体
的
な
対
応
方
法

な
ど
を
伝
え
る
講
師
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
、高

齢
者
サ
ロ
ン
、小
・
中
・
高
等
学
校
、警
察
、郵
便

局
な
ど
の
場
で
、35
回
の「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー（
※
）養
成
講
座
」を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
講
座
の
内
容
は
、キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、市
で
運
営
や
担
当

者
で
協
議
し
、対
象
者
に
応
じ
た
教
材
の
作
成

（
紙
芝
居
や
寸
劇
な
ど
）を
効
果
的
に
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
３
日
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研

修
を
開
催
し
、39
人
が
受
講
さ
れ
、キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
の
新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
）認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　
認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、１
，４
９
５
人
の
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
養
成
さ
れ
ま
し
た
。

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75-

１
２
１
３

■他
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

国
保
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

～
40
歳
に
な
っ
た
ら
、年
１
回
の
健
康
診
査
～

　
市
で
は
、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を

対
象
に「
特
定
健
康
診
査
」を
、９
月
29
日

ま
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
方
の「
健

康
診
査
」も
同
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、家
族
揃
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
受
診
し
、前
年
か
ら
の
変
化
を
確

認
す
る
こ
と
に
よ
り
、病
気
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、特
定
健

診
の
結
果
に
よ
り
、保
健
指
導
が
必
要
な

方
に
は
市
か
ら
通
知
し
ま
す
。

　
保
健
指
導
は
、保
健
師
な
ど
の
専
門
職

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
国
保
年
金
課
　
☎
75-

１
２
１
４

	

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額	

減
額
認
定
証
の
申
請

　
負
担
割
合
が
１
割
の
方
の
う
ち
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
方
に
は
、１
か
月

の
一
部
負
担
金
の
限
度
額
の
引
き
下
げ

や
、入
院
時
の
食
事
代
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る
、認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

■持 

被
保
険
者
証
、印
か
ん
、入
院
期
間
が
わ
か
る

医
療
機
関
の
領
収
書（
申
請
日
以
前
12
か
月

の
入
院
期
間
が
90
日
を
超
え
た
場
合
の
み
）

※ 

本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は
、委
任
状
と
、

そ
の
委
任
を
受
け
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
及
び
印
か
ん
も
必
要
で
す
。

■問
国
保
年
金
課
　
☎
75-

１
２
１
４

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
認
定
証
に

切
り
替
わ
り
ま
す

　
現
在「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
」「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
お
持
ち
の
方

は
、有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
で
す
の

で
、引
き
続
き
必
要
な
方
は
再
度
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
８
月
１
日
か
ら
必
要
な
方

は
８
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

※ 

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
の

方
に
は
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■持 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、印
か
ん
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
個
人
番
号

通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類
、入
院

期
間
が
わ
か
る
医
療
機
関
の
領
収
書
な

ど（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
、申
請

日
以
前
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
た
場
合
の
み
）

　
※ 

同
一
世
帯
以
外
の
申
請
の
場
合
は
、

委
任
状
と
そ
の
委
任
を
受
け
た
方
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
及
び
印
か

ん
が
必
要
で
す
。

※ 「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、１
か
月
毎
の
医
療
費
分
の
支
払

金
額
が
世
帯
に
お
け
る
適
用
区
分
に
応

じ
た
限
度
額
ま
で
に
な
る
制
度
で
す
。ま

た
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は「
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」を
発
行
し
、入
院
時
の
食

事
代
も
合
わ
せ
て
減
額
と
な
り
ま
す
。

■問
国
保
年
金
課
　
☎
75-

１
２
１
４

上
級
救
命
講
習
会
　
受
講
者
募
集

■時 

９
月
10
日（
日
）

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

■所 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

■内 

心
肺
蘇
生
法
、異
物
除
去
法
、大
出
血
時

の
止
血
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、傷

病
者
管
理
法
、副
子
固
定
法
、熱
傷
の
手

当
、搬
送
法
な
ど

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め
の
中
学

生
以
上
の
方

■定 

30
人 

先
着

■持 

筆
記
用
具

■他 

・ 

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
ス
カ
ー
ト
不
可
）

　
・ 

各
自
で
昼
食
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 

８
月
31
日
ま
で（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。）

に
電
話
で
次
へ
。

■問 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
警
防
課
救
急
係
　
☎
75-

１
３
８
２

平
成
29
年
度
　
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の
参
加
者
募
集

　
先
の
大
戦
の
戦
没
者
遺
児
の
方
に
、旧

戦
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、慰
霊
追
悼
を

お
こ
な
う
と
と
も
に
、同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
は
か
り
ま
す
。

実
施
地
域

　
広
域
地
域

旧
満
州
、旧
ソ
連
、モ
ン
ゴ
ル
、西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
１
次
）、ト
ラ
ッ

ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
半
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）、ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、ミ
ャ
ン
マ
ー（
１
次
）、

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア（
２
次
）、ミ
ャ
ン
マ
ー（
２
次
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン（
２
次
）、中
国

　
特
定
地
域

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
、マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

■￥
10
万
円

■申 

京
都
府
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
７
５-

３
９
３-

６
０
５
０

■主 ・
■問
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
03-

３
２
６
１-

５
５
２
１

■他 

日
程
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

受
付
期
間
　 

８
月
14
日（
月
）～ 

 

９
月
１
日（
金
）

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

受
付
場
所
　  

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課（
木
津
白
口
10
番

地
２
）※
郵
送
不
可

■時
第
１
次
試
験
　
10
月
15
日（
日
）

■他 

試
験
案
内
、申
込
書
な
ど
は
、相
楽
中
部

消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
、消
防
本

部
各
出
張
所
、市
役
所
、加
茂
・
山
城
支
所

に
あ
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.sourakuchubu119-kyoto.

jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
　

☎
75-

１
３
８
０
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　平成29年8月診療分から、高額療養費
制度の自己負担の上限額（月額）が次の
とおり一部変更されます。

■対・ 70歳以上75歳未満で国民健康保
険の高齢受給者証をお持ちの方

　・後期高齢者医療制度に加入の方
　・ 福祉医療費（老人医療）助成制度の

受給者証をお持ちの方

高額療養費制度の自己負担限度額が変わります！

※�国保の方は高齢受給者証、後期高齢者の方は被保険者証、老人医
療受給者の方は福祉医療証で適用区分を確認できます。一部負
担金の割合が「3割」の方は「現役並み」、「2割」または「1割」の方
は「一般」に該当します。
　�改正では、住民税非課税世帯の方※1、福祉医療費（老人医療）を受
給されていない70歳未満の方の上限額の変更はありません。

各制度に加入の方の上限額（月ごと）

適用区分 外来＋入院（世帯ごと） 外来＋入院（世帯ごと）外来
（個人ごと）

外来
（個人ごと）

現役並み（3割） 44,400円
80,100円+（医療費−

267,000円）×1％
＜多数回44,400円※2＞

57,600円
80,100円+（医療費−

267,000円）×1％
＜多数回44,400円※2＞

一般（2割・1割） 12,000円 44,400円
14,000円
年間上限

14万4,000円

57,600円
＜多数回44,400円※2＞

住
民
税
非
課
税

区分　Ⅱ※1

（2割・1割）
8,000円

24,600円

8,000円

24,600円

区分　Ⅰ※1

（年金収入80万円以下など）
（2割・1割）

15,000円 15,000円

改定前（平成29年7月まで） 改定後（平成29年8月から）

※1　 国保の高齢受給者証をお持ちの方は、同一世帯の世帯主および国保被保険者の方が住民税非課税の場合、区分ⅠかⅡに該当
します。後期高齢者及び福祉医療費（老人医療）受給者の方は、世帯全員が住民税非課税の場合、区分ⅠかⅡに該当します。

※2　過去12か月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

国保年金課　☎75-1214

対象者 基準日（平成28年1月1日）に市に住民基本台帳の登録があり、平成28年度の市民税（均等割）が課
税されていない方　※支給対象外となる場合もあります。詳しくは、問い合わせてください。

支給額 15,000円／人

申請書
臨時福祉給付金ワーキングチーム事務局へ問い合わせいただければ、申請書を送付します。
※ 臨時福祉給付金ワーキングチーム事務局（市役所4階）、加茂・山城支所にあるほか、市ホーム

ページからダウンロードできます。

必要な書類
・申請者の本人確認証明書（運転免許証、健康保険証など）
・申請者名義の振込口座の通帳の写し（代理申請・受給の場合は除く。）
※ 代理申請・受給の場合は、委任状および代理人であることが確認できる書類の提出が必要です。

申請方法 申請書の記入および必要書類を貼付して、臨時福祉給付金ワーキングチーム事務局へ郵送してく
ださい。※臨時福祉給付金ワーキングチーム事務局、加茂・山城支所への持参可。

受付期限 10月11日（水）

所得の少ない方への影響を緩和するために支給されます。

平成29年度臨時福祉給付金（経済対策分）受付中！10月11日
まで受付延長！

臨時福祉給付金ワーキングチーム事務局（市役所4階）　☎0570-011-880
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ホ
ー
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・
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ベ
ン
ト

相楽医師会から市民の皆さんへ シリーズ健康エッセイ vol.
52

脂
肪
肝
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

�

木
津
川
市

　松
森
医
院

　松
森�

篤
史

　医
師

　
診
断
す
る
に
は
肝
臓
の
組
織
検
査

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
近
で

は
、肝
癌
や
肝
硬
変
に
な
り
や
す
い
遺 

伝
子
の
型
も
分
か
っ
て
き
て
お
り
、組

織
検
査
や
、遺
伝
子
検
査
は
簡
単
に

は
お
こ
な
え
ま
せ
ん
が
、一
般
的
な
採

血
で
あ
る
程
度
の
診
断
や
病
気
の
進

展
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
治
療
と
し
て
は
ま
ず
、食
事・運
動

療
法
で
す
。体
重
を
７
〜
10
％
減
ら

す
こ
と
で
、脂
肪
肝
が
改
善
し
ま
す
。

食
事
と
し
て
減
ら
し
た
ほ
う
が
良
い

の
は
、総
カ
ロ
リ
ー
、糖
質（
炭
水
化

物
）、ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、動
物
性
脂
肪

に
多
い
飽
和
脂
肪
酸
、食
用
油
に
多
い

ω
‐
６
脂
肪
酸
で
、増
や
し
た
ほ
う
が

良
い
の
は
魚
類
、魚
油
に
多
い
ω
‐
３

脂
肪
酸
、食
物
繊
維
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
健
診
な
ど
で
脂
肪
肝
も
し
く
は
そ

の
疑
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
方
は
、か

か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
昔
か
ら
、Ｃ
型
肝
炎
、Ｂ
型
肝
炎
、ア

ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
は
、肝
硬
変
や
肝
臓

癌
に
な
り
、死
に
至
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
と
し
て
、注
意
さ
れ
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、最
近
で
は
、Ｃ
型
肝
炎
、

Ｂ
型
肝
炎
は
治
療
技
術
の
進
歩
に
よ

り
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
最
近
、注
意
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
の
は
、お
酒
を
あ
ま
り
飲
ん
で
い
な

い
の
に
、肝
臓
に
脂
肪
が
溜
ま
っ
て
し

ま
う
脂
肪
肝
で
す
。そ
の
多
く
は
、肥

満
、糖
尿
病
、高
血
圧
、脂
質
異
常
症

に
伴
っ
て
起
こ
り
ま
す
。日
本
で
も
肥

満
の
人
が
増
え
、約
30
％
の
人
が
脂

肪
肝
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
の

中
の
10
〜
20
％
は
肝
硬
変
や
肝
臓
癌

に
進
展
す
る
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
炎（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）と
い
う
病
気
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。肥
満
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
増
加
に
伴
い
、患

者
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、自
覚

症
状
な
ど
は
な
く
、か
な
り
進
行
し

な
い
と
症
状
は
出
現
し
ま
せ
ん
。特
に

高
度
肥
満
、糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
、

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）と
い
う
肝
機
能
が

高
い
、血
小
板
が
低
い
と
い
う
方
は
注

意
が
必
要
で
す
。

おすすめの味

木津川市食生活改善推進員協議会
西岡 啓子

1人分の栄養価
エネルギー�241 kcal
たんぱく質� 14.6 g
脂　　　質� 13.7 g
カルシウム��83mg
食 物 繊 維���� 6 g
塩　　　分��� 1 g

作
り
方

①�

人
参
、に
ん
に
く
は
、み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②�

か
い
わ
れ
大
根
は
根
を
切
り
、水
に
さ
ら
す
。
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
は
、大
き
め
に
ち
ぎ
る
。ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
ゴ
マ
油
を
入
れ
て
熱
し
、に
ん
に
く
を

入
れ
る
。
香
り
が
立
っ
た
ら
、
ひ
き
肉
と
「
①
」
を
入

れ
、ほ
ぐ
し
な
が
ら
炒
め
る
。
ね
ぎ
→
豆
板
醤
→
納
豆
と

炒
め
、
納
豆
が
ほ
ぐ
れ
た
ら
Ⓐ
を
加
え
る
。

④�

器
に
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
を
盛
り
、「
③
」
と
か
い
わ
れ
大
根

を
の
せ
、ミ
ニ
ト
マ
ト
を
添
え
る
。

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
納
豆
が
苦
手
な
方
も
、
香
味
野
菜
を
入
れ
て
、
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
で
具
材
を
巻
く
と
食
べ
や
す
さ
が
Ｕ
Ｐ
し
ま
す
！

相楽休日応急診療所　～受診前には必ず連絡してください～

納豆とひき肉のピリ辛
炒めレタス包み

時午前9時から
　（受付　午前8時30分～午後0時30分）
所相楽会館1階（木津上戸15）
問相楽休日応急診療所　☎73-9988
他�症状によっては診察できない場合や、京都山城
総合医療センターを紹介する場合があります。

と　き 診療科目 と　き 診療科目
8月� 6日(日) 小児科 9月� 3日(日) 内科・小児科
8月11日(金・祝)� 内科 9月10日(日) 内科
8月13日(日) 内科・小児科 9月17日(日) 内科・小児科
8月20日(日) 小児科 9月18日(月・祝) 内科・小児科
8月27日(日) 内科・小児科 9月23日(土・祝) 内科・小児科

9月24日(日) 内科・小児科

納豆� 90g
豚ひき肉� 60g
ねぎ� 60g
人参� 10g
にんにく� 1/4かけ
かいわれ大根� 10g
サニーレタス� 6枚
ミニトマト� 20g
ゴマ油� 小さじ1
豆板醤� 小さじ1/4
　 　しょう油� 小さじ2
　 　酒� 小さじ1
　 　塩� 少々
　 　こしょう� 少々

材　料（2人分）

Ⓐ

福
祉
と
暮
ら
し
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平
成
29
年
度 

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、早
め
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
乳
が
ん
の
全
て
の
医
療
機
関
は
完
全
予

約
制
で
す
。必
ず
事
前
に
予
約
し
、決
め
ら

れ
た
日
時
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
の
検
診
日
時
や
時
間
な
ど
の

詳
細
は
、各
案
内
書
類
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■持
・�

子
宮
頸
が
ん
検
診「
子
宮
頸
が
ん
検

診
受
診
票
兼
結
果
通
知
書
」

　
・�

乳
が
ん
検
診「
乳
が
ん
検
診
ご
案
内

兼
受
診
票
」

■他
・�

今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
・�

最
終
月
に
希
望
者
が
集
中
す
る
た

め
、検
診
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
・�

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
19
日
は
食
育
の
日

■内
・�

今
月
の
テ
ー
マ

　
　「
熱
中
症
予
防
～
水
分
を
考
え
る
」

　
・�

骨
を
丈
夫
に
す
る
レ
シ
ピ
の
配
布

■時
８
月
21
日（
月
）　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■所
市
役
所
１
階「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」横

■主�

市
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会

食
育
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

僕
・
私
に
任
せ
て
！

お
い
し
い
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ

■内
①
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

　
※
地
元
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
歓
迎

　
②
魚
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

　
③
お
茶
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
・
中
学
生

■申�

９
月
５
日（
必
着
）ま
で
に
、応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、写
真
を
貼
付

し
て
健
康
推
進
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。１
人
で
複
数
レ
シ
ピ

の
応
募
も
で
き
ま
す
。

条
件
・�
材
料
費
は
２
人
分
で
１
，０
０
０

円
ま
で

　
　
・�

調
理
開
始
か
ら
盛
り
付
け
ま
で
が

40
分
以
内
で
で
き
る
料
理

審
査
・
第
１
次
審
査
　
書
類
選
考

　
　
・�

第
２
次
審
査

　
　
　
　
木
津
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
技

■他
・�

応
募
用
紙
は
健
康
推
進
課
に
あ
る
ほ

か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　
・�

11
月
３
日（
金
・
祝
）の「
へ
う
げ
も
の

茶
宴
in
み
か
の
は
ら
」の
舞
台
で
結

果
発
表
お
よ
び
表
彰
式
を
し
ま
す
。

　
・�

レ
シ
ピ
の
著
作
権
な
ど
は
、主
催
者

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

■申
電
話
で
健
康
推
進
課
へ
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
広
場

　
友
達
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
も
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。お
父
さ
ん
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■内
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

　�

～
ゆ
っ
く
り
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
と

の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

■時
９
月
４
日（
月
）　
午
前
９
時
30
分
～

　（
受
付
　
午
前
９
時
15
分
～
９
時
30
分
）

■所
木
津
保
健
セ
ン
タ
ー

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

■持�

母
子
健
康
手
帳
、母
子
保
健
テ
キ
ス
ト

（
お
持
ち
の
方
）

■定
20
人�

先
着

■申
電
話
で
健
康
推
進
課
へ
。

■他�

主
治
医
の
許
可
を
得
て
か
ら
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
で
輸
血
を
必
要
と
す
る
方

の
た
め
に
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、輸
血
に
よ
る
副
作
用
を
少
な
く

す
る
た
め
に
、で
き
る
だ
け
４
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■時
８
月
27
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

■所�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
２
階

　「
平
城
コ
ー
ト
」付
近

■持�
献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、身
分
証

明
書（
初
め
て
の
方
の
み
）

■他�

年
齢
・
体
重
・
Hb
値
な
ど
の
ほ
か
、患
者

や
献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

献
血
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
妊
治
療
費
等
の
助
成
制
度

　
不
妊
症
ま
た
は
不
育
症
の
た
め
に
治
療

を
受
け
ら
れ
て
い
る
夫
婦
に
、治
療
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■対
・�

府
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
で
、受

診
時
に
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
夫
婦

　
・��

保
険
適
用
の
治
療
分
を
申
請
す
る
場

合
は
、各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方

　
・��

人
工
授
精
分
を
申
請
す
る
場
合
は
、

婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る
方

■内�

本
人
負
担
額
の
合
計
の
２
分
の
１
以
内

で
助
成
し
ま
す
。な
お
、各
治
療
項
目
に

対
す
る
限
度
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・�

一
般
不
妊

　
　
①
保
険
適
用
の
治
療
の
み

　
　
　
　
１
年
度
に
つ
き
６
万
円
／
人

　
　
②�

保
険
適
用
の
治
療
＋
人
工
授
精

　
　
　
ま
た
は
人
工
授
精
の
み

　
　
　
　
１
年
度
に
つ
き
10
万
円
／
人

　
・�

不
育

　
　
原
因
特
定
検
査
お
よ
び
治
療

　
　（
い
ず
れ
も
保
険
適
用
の
み
）

　
　
　
１
回
の
妊
娠
に
つ
き
10
万
円

■申�

診
療
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内
に
、交

付
申
請
書
、医
療
機
関
証
明
書
、請
求
書

を
健
康
推
進
課
へ
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■他�

体
外
受
精
・
顕
微
授
精
は
、京
都
府
の
制

度
で
助
成
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、山
城
南
保
健
所（
☎
72
‐
４

３
０
０
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

君
の
考
え
た
料
理
が
、
市
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介

さ
れ
る
か
も
…
！

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

☎
75
‐
１
２
１
９
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掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

臨
床
心
理
士（
嘱
託
職
員
）募
集

募
集
人
数
　
１
人

試
験
日
　
　
８
月
30
日（
水
）

勤
務
場
所
　�

健
康
推
進
課
ま
た
は
市
内
の

各
保
健
セ
ン
タ
ー
　

勤
務
時
間
　�
月
～
金
曜
日
の
う
ち
で�

週
３
～
５
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※�

土
・
日
曜
日
、祝
日
、12
月

29
日
～
１
月
３
日
は
休
み
。

　
　
　
　
　
※
勤
務
日
数
は
応
相
談

■対�

平
成
29
年
10
月
１
日
現
在
、65
歳
未
満

で
、臨
床
心
理
士
資
格
を
有
す
る
方

■内�

心
理
相
談
、保
育
園
・
幼
稚
園
の
巡
回
相

談
、医
療
機
関
な
ど
へ
の
情
報
提
供
書

作
成
、幼
稚
園
・
保
育
園
加
配
、療
育
教

室
申
請
書
作
成
な
ど

■申�

８
月
18
日（
必
着
）ま
で
に
、応
募
用
紙
、

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
可
。顔
写
真
を

貼
付
）、臨
床
心
理
士
資
格
登
録
証
明
書

（
写
し
）を
健
康
推
進
課
へ
。（
書
留
に
よ

る
郵
送
可
）

　
※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

雇
用
期
間
　
10
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

勤
務
条
件
　�

勤
務
条
件
は
、「
木
津
川
市
非

常
勤
嘱
託
職
員
の
任
用
等
に

関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
ま

す
。

報�

酬
額
　
２
１
２
、０
０
０
円

　
　
　
　（
週
５
日
勤
務
の
場
合
）

■他
・
申
込
み
の
受
付
は
開
庁
日
の
み
で
す
。

　
・�

面
接
に
よ
る
選
考
、面
接
時
間
は
後

日
連
絡
し
ま
す
。

　
・�

応
募
用
紙
、履
歴
書
は
、健
康
推
進
課

に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

親
子
の
食
育
教
室 

～
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
～

■内�

オ
ー
プ
ン
い
な
り
、や
さ
い
の
カ
ミ
カ

ミ
和
え
、な
め
ら
か
人
参
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、

カ
ラ
フ
ル
白
玉

■時�

８
月
21
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

　（
受
付
　
午
前
９
時
45
分
～
10
時
）

■所
木
津
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階「
栄
養
指
導
室
」

■対
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
と
保
護
者

■定
15
組

■￥
３
５
０
円
／
人

■持
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

■申�・
■問
８
月
10
日
ま
で
に
健
康
推
進
課

　（
☎
75
‐
１
２
１
９
）へ
。

■主
木
津
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

作
品
募
集

　
基
本
的
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
、人
権

尊
重
の
精
神
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
市
内
の
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

規
格
　
四
つ
切
り
の
画
用
紙（
色
彩
は
自
由
）

　
※�

作
品
に
は
人
権
の
尊
重
・
擁
護
を
訴

え
る
標
語
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

■申�

９
月
15
日
ま
で
に
、応
募
カ
ー
ド
を
作
品

に
貼
付
し
、市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
は
各
学
校
へ
、そ
れ
以
外
の
小
・
中

学
生
は
人
権
推
進
課
に
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■他
・�

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
の
み

　
・�

応
募
カ
ー
ド
は
提
出
先
お
よ
び
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
・�

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

　
・�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■問�

人
権
推
進
課（
加
茂
人
権
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
76
‐
３
６
８
０
　
fax

76
‐
５
４
３
４

■主
市
人
権
啓
発
協
議
会

■共�

木
津
川
市
、市
教
育
委
員
会
、市
校
・
園

長
会
、市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

木
津
川
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念 

人
権
啓
発
映
画
上
映
会

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会�

《
字
幕
・
副
音
声
付
》

～
人
権
強
調
月
間
事
業
～

「
ぞ
う
列
車
が
や
っ
て
き
た
」

　
戦
争
か
ら
象
を
守
り
ぬ
い

た
人
々
の
優
し
さ
と
勇
気
を
子
ど
も
た
ち
の

視
点
か
ら
描
く
と
と
も
に
、夢
も
希
望
も
な

く
し
た
戦
後
、「
象
に
会
い
た
い
」と
い
う
子

ど
も
た
ち
が
、「
平
和
」の
象
徴
と
し
て「
ぞ
う

列
車
」を
走
ら
せ
る
ま
で
を
描
き
ま
す
。

　　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会
と
は
？

　
聴
覚
や
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
映
画
会
で
す
。

　
・
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

　
　
　�

セ
リ
フ
と
効
果
音
が
入
っ
た
字
幕

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
・
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

　
　
　�

イ
ヤ
ホ
ン
で
の
副
音
声
で
、情
景

な
ど
の
説
明
を
伝
え
ま
す
。

　
※�

副
音
声
が
必
要
な
方
は
、当
日
受
付

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

介
添
え
な
ど
は
、家
族
な
ど
で
お
願

い
し
ま
す
。

■時
８
月
５
日（
土
）

　
・
午
前
10
時
30
分
～（
開
場
　
午
前
10
時
～
）

　
・
午
後
２
時
～（
開
場
　
午
後
１
時
30
分
～
）

■所
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ

■定
各
４
０
０
人�

先
着

■問
人
権
推
進
課（
加
茂
人
権
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
76
‐
３
６
８
０
　
fax

76
‐
５
４
３
４

■主
木
津
川
市
人
権
啓
発
協
議
会

昨年の市長賞
小学生の部

昨年の市長賞
中学生の部
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　“環境の森センター・きづがわ”の早期稼働に向けて、地元の皆さんをはじめ市民の皆さん、一人ひとりのご理解と
ご協力をお願いします。

クリーンセンター建設推進室　☎ 75-1226� fax 72-3900 � clean-center@city.kizugawa.lg.jp

　市では、打越台環境センター（精華町内）に代わる
新たなごみ焼却施設として“環境の森センター・きづ
がわ”（鹿背山地内）の建設に取り組んでいます。
　建設現場では、建築工事とプラント工事が同時に

　6月の建築工事では、プラットホーム部分とごみピッ
ト部分の建物3階の柱や壁、床板の整備をしています。各
部分ごとに配筋・型枠工事をおこない、コンクリートを

　プラント工事では、5月に組み立てたボイラー鉄骨
に、ボイラー機器（水胴、汽水胴）を取り付けました。ボイ
ラーでは、ごみ焼却時の熱を利用して水蒸気を作り発電
に利用します。　水は、水管を通じてボイラー下部にあ
る水胴と上部にある汽水胴を循環し、加熱され水蒸気と
なって汽水胴から取り出されます。
　また、ボイラーの出口部分に、エコノマイザを取り付

進み、作業が入り組んできていますが、工程に遅れな
く平成30年9月末の完成に向けて順調に進捗してい
ます。
　今月は、6月の建設工事の状況をお伝えします。�

打設して、壁や床板を造ります。また、コンクリート打設
が完了した炉室・機械室部分1階では、外壁（ALC版）の取
り付けが始まりました。�

けました。エコノマイザは、節炭器ともいわれるもので、
燃焼ガスの熱を利用してボイラーへ供給する水を予熱
する機器です。ごみを焼却することで発生する熱の回収
量を増やし、ボイラーの発電効率を向上させるものです。
　プラント機器の搬入に際しては、道路沿道の皆さんに
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお
願いします。

建築工事では、建物の壁・床の整備に取り組んでいます

ボイラー機器を設置しました

打越台環境センターの老朽化が進んでいます

汽水胴取り付けの様子 エコノマイザ搬入時の様子

打越台環境センター施設内部の様子

環境の森センター・きづがわ建設に向けて環境の森センター・きづがわ建設に向けて
～“環境の森センター・きづがわ”は、皆さんの日常生活に欠くことのできない施設です～

　打越台環境センターは、昭和55年4月の稼働開始から
今年で38年目となります。定期点検・補修をおこなって
いますが、経年により故障頻度が増え、処理能力の低下
がみられます。打越台環境センターだけでは、木津川市
の家庭から排出される可燃ごみ量を処理できない状況
が続いています。
　平成28年度の市の家庭から排出された燃やすごみの
量は約11,565tでした。その6割に相当する約7,246tを
民間委託により処理しています。
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「もったいない」でごみ出さない

リサイクル研修ステーション
（7月13日現在）

ダイニングセット、椅子（折りたたみ、ダイニング、子供用）、ベビーカー（双子）、自転車

（電動、折りたたみ、大人、子供）、下駄箱（小）、ベビーゲート、照明器具、ミシン、ソファー、公立保育園（体

操服、スモック）、布団干し、整理タンス、空気清浄器、スキーブーツ（28cm）、水槽、ベッド（セミダブル、シ

ングル、ベビー）、火鉢、バウンサー、レンジ台、健康器具、サイドボード、釣り具、炊飯器、古美術（明治～昭

和初期）、ミキサー、金庫、電話機、電子レンジ、掃除機、扇風機、ジュニアシート、着物、袴、テント、ストラ

イダー、コンビカー、本棚、玩具、タキシード、ベビーラック、シルバーカー、ホットプレート、冷風機

持込み品の基準����①人形、ぬいぐるみ、下着類、本はお断りします。②分別（衣類・食器・小物）して持ち込
みください。③衣類は洗濯したものを、きれいにたたんで持ち込みください。

テレビ台、食器棚、洋服タンス、下駄箱（大）

ゆずってください

リユース（再利用）のコーナー

午前8時30分〜午後5時　☎75-2140  fax 75-2141
［８月の休館日：7日、11日、14日、21日、28日］

生ごみ堆肥化講習会～生ごみをリサイクルしよう～
　家庭から出る生ごみは、少しの工夫でガーデニン
グなどに利用できる堆肥に生まれ変わります。生ご
みの減量化にもつながり一石二鳥です。環境に優し
い活動に取り組んでみませんか。

　いらなくなった帯からバッグを作ります。
■時9月14日、10月12日（木）　午前9時30分～午後2時
■所リサイクル研修ステーション�
■対市内にお住まい・お勤めの方
■定10人�抽選　※初めての方を優先します。
■￥1,000円（内袋布・持ち手などの材料費含む。）
■持 �帯布（約35cm×70cm※なければ主催者側で用意
します。）、裁縫道具、ものさし、はさみ、昼食、ミシ
ン持ち込み可

　※�出来上がり寸法は30cm×30cm（持ち手含まず。）
です。

■申 �･■問8月17日（必着）までに、往復はがきに、希望
日、申込者の郵便番号・住所、氏名（フリガナ）、電
話番号を記入し、リサイクル研修ステーション
へ。なお、はがき1枚につき1人の申込みとします。

　※�希望日の記載のないものは無効です。
■主 �エコリーダー「くるっと」
（木津川市廃棄物減量等
推進員の会）

エコ洋裁教室
「帯からバッグづくり」

■時 �9月3日（日）　午前10時～11時30分
■所リサイクル研修ステーション
■対 �市内にお住まい又はお勤め・通学している方
■定15人�先着

■内 �ダンボール箱コンポストを使った堆肥作り
　�手軽に生ごみの減量に取り組むことができ、初め
ての方でも気軽に始められます。
■申 �・■問8月13日午前8時30分から電話で次へ。
■主リサイクル研修ステーション　☎75-2140
■他 �市ホームページで生ごみ処理容器実証実験の様
子を掲載しています。ぜひ、ご覧ください。
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□Ｑ �容器包装って、ど
んなもの？�

■Ａ �商品が入っていた又は商品を包んでいた、ビニールやプラスチックでできているもの
　・�目印は「プラ」マーク（※識別表示のない容器包装もあります）
　・�ビニールやプラスチック製の、袋類、ボトル類、ふた類、カップ類、トレー類、パック

類、ラップ・包装類、チューブ類など

□Ｑ �ペットボトルを捨
てる前に、するこ
とは？

■Ａ �ペットボトルは、必ず①キャップとラベルを外して（※容器包装へ）、②中身をすすい
で、③踏み潰すなどできるだけ小さくして、捨ててください。

□Ｑ �汚れは、どの程度
まで落とさないと
いけないの？

■Ａ �汚れは、洗ったり、ゆすいだり、ふき取ったりして、落としてください。
　 目で見て、中身や汚れが残っていない程度まで綺麗にしてください。
　 �汚れが落ちないものや洗えないものは、「燃やすごみ」に出してください。汚れている

ものは、リサイクルできず、綺麗なものまで汚してしまう可能性があります。

ビニール・プラスチック容器包装とペットボトルの正しい捨て方
　ビニール・プラスチック容器包装（以下「容器包装」）とペットボトルは、選別・処理の上、新たなプラスチック製品
や衣料品、建築資材や高炉の燃料にリサイクルされています。
　正しく分別することで、「ごみ」を「資源」にしましょう。

※�容器包装やペットボトルに、他のごみ（缶、ビン、食品など）が混入していることがあります。分別作業のほとんど
は手作業でおこなっていますので、特に危険物（ライター、乾電池、画びょう、刃物など）は作業時の事故につなが
る可能性があります。適正排出にご協力をお願いします。

混ぜればごみ
、

分ければ資源

悪い例

容器包装の例

「プラ」マーク

　家庭や個人の所有地内で発生したハチや害虫などは、
市では駆除できませんので専門業者に相談してくださ
い。京都府ペストコントロール協会では、専門業者を紹介
しています。
専門業者に依頼する場合

　　→専門業者を紹介しますので、電話で次へ。
　　　京都府ペストコントロール協会　☎075-752-8071
自身で駆除する場合

　　→�蜂防護服の無料貸し出しをおこないますので、電
話で次へ。

■問まち美化推進課　☎75-1215
■他 �蜂防護服を着用されての事故などは、市では一切の責
任を負えませんので、了承ください。

　自身・家族などでは収集拠点へのごみ出
しが困難な、要介護状態にある高齢者や重
度障がいのある方を対象に、週1回、玄関先
でのごみ収集をおこなっています。ごみの
排出がない場合は、声掛けによる安否確認
をおこないます。
　対象者要件・申請手続など、詳しくは、ま
ち美化推進課に問い合わせてください。
■問まち美化推進課　☎75-1215

ハチの駆除は専門業者へ
～収集拠点へのごみ出しが
　困難な方への支援サービス～

ごみの「
ふれあい収集」

ペットボトル
ラベル

ペットボトル
キャップ

汚れは落として

①キャップと
　ラベルを
　はずす

②中を
　すすぐ

③小さく
　する

ペットボトル
ラベル

ペットボトル
キャップ

汚れは落として

①キャップと
　ラベルを
　はずす

②中を
　すすぐ

③小さく
　する

ペットボトルの正しい捨て方
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第
45
回
木
津
川
を
美
し
く
す
る 

作
品
展
へ
の
作
品
募
集

■申�

８
月
25
日
ま
で
に
、必
要
事
項
を
記
入

し
た
応
募
票
を
作
品
に
添
付
し
、提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　�

　
市
内
の
公
立
小
・
中
学
生
は
在
籍
す

る
学
校
へ
、そ
の
他
の
方
は
木
津
川
を
美

し
く
す
る
会
本
部
事
務
局（
山
城
広
域
振

興
局
内
　
☎
72
‐
０
０
５
１
）又
は
ま
ち

美
化
推
進
課（
☎
75
‐
１
２
１
５
）へ
。

■他
・�

１
人
１
種
目
に
つ
き
２
点
以
内

　
・�

応
募
票
は
、市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
ま

た
は
ま
ち
美
化
推
進
課
に
あ
り
ま
す
。

「
精
霊
流
し
」の
お
供
え
物
は 

決
ま
っ
た
場
所
へ

　
木
津
川
の
環
境
を
守
る
た
め
、お
供
え

物
は
持
ち
帰
る
か
、専
用
の
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

■時
８
月
15
日（
火
）・
16
日（
水
）

■所
・�

木
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
車
場

　
・�

相
楽
中
部
消
防
署
裏
側
１
０
０
ｍ
の

河
原

　
※�「
泉
大
橋
下
流
約
２
０
０
ｍ
の
河
原

（
南
岸
）」の
コ
ン
テ
ナ
は
、水
防
な
ど

の
観
点
か
ら
設
置
を
取
り
止
め
て
い

ま
す
。

■問
ま
ち
美
化
推
進
課
　
☎
75
‐
１
２
１
５

■他
・�
線
香
・
ロ
ウ
ソ
ク
・
マ
ッ
チ
な
ど
は
、

完
全
に
消
火
し
て
か
ら
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

電
球
は
入
れ
な
い
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

段
ボ
ー
ル
は
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　
・�

燈
篭
な
ど
は
分
解
し
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
信
用
金
庫
で
も
市
税
な
ど
が 

支
払
え
ま
す

　
７
月
３
日
か
ら
、奈
良
信
用
金
庫
で
も
、

市
の
税
金
や
保
険
料
、上
下
水
道
料
金
な

ど
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
市
発
行
の
納
付
書
で
あ
れ
ば
、「
納
入
場

所
欄
」に「
奈
良
信
用
金
庫
」の
記
載
が
な

く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

■問
会
計
課
　
　
　
☎
75
‐
１
２
１
８

　
水
道
業
務
課
　
☎
75
‐
１
２
５
０

種　目 主　題 規格など
ポスター

※小・中学生に限る 河川美化
画用紙四つ切り

標語 ―
短歌

木津川
―

俳句 ―
詩 800字以内
作文

※小・中学生に限る
木津川および
河川美化

1,600字以内

書道
小・中学生は、八つ切りサ
イズ（縦68cm×横18cm）
※半紙の作品は不可

■申・■問女性センター　☎72-7719（月曜日、祝日�休館）

女性センター ニュース！ 男性も利用できます。

■時9月15日～10月13日の金曜日（全5回）
　午後1時30分～3時
■所女性センター　■対市内にお住まいの女性
■定25人�抽選　　　�■￥900円（初回時に徴収）

　自彊術は、日本で最初に考案された健康体操です。31の動作で構成され、硬くなった関節をほぐし、歪んだ骨格
を矯正し、血液の循環を活発にするとされています。「弾み」や「反動」を利用して体を動かすので、動作は大きいも
のの肉体的には疲労がほとんど伴わない体操です。�効果：美容・健康・運動不足・疲労回復・病気の治療や予防など

８月の「おしゃべりカフェ」は休みです。次回は９月８日です。

やさしい自
じ き ょ う じ ゅ つ

彊術 ～自らの力で免疫力を上げ、治癒力を高めましょう～

■講佐々木�則子　氏（自彊術普及会所属）
■持バスタオル1枚、5本指ソックス、飲み物
■他動きやすい服装でお越しください。
■申9月9日までに電話または直接、女性センターへ。

　第2次木津川市総合計画審議会は、市長の諮問に応じ
て、総合計画に関する重要事項を審議する機関です。この
審議会に市民の皆さんに参加いただき、より開かれた市
政推進を図るため公募による委員を募集しています。
　なお、審議会は原則、平日の日中に開催します。第1回
審議会は8月29日（火）に開催予定です。
■定3人以内（選考により決定）
■対次の要件を全て満たす方
　・�市内にお住まいの満18歳以上（平成29年4月1日現在）の方
　・�まちづくりに携わっている方または携わろうとする方
　・�市の他の附属機関等の委員を3つ以上兼務していない方
　・�市議会議員または常勤の市職員ではない方

任期　委嘱の日から2年間
選考　�提出書類を総合的に評価して選考します。
報酬　�市条例および規則に基づく報酬を支払います。
■申 �・■問8月16日午後3時（必着）までに、次の提出
書類を郵送、電子メール又は直接、次へ。なお、
提出書類は返却しません。

　・�応募申込書（学研企画課にあるほか市ホー
ムページからダウンロードできます。）

　・�「木津川市のまちづくり」に関する800字程
度の小論文（様式自由）

　学研企画課（木津南垣外110-9）　☎75‐1201
　 kikaku@city.kizugawa.lg.jp

第２次木津川市総合計画審議会委員（公募委員）募集

環

境
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≪Vol.64 ≫通信
つう しん

鹿背山で活動する団体

　鹿背山の里山は、UR都市機構が住宅地開発のた
め土地を取得したことで耕作が放棄されました。人
の手が入らなくなった水田は荒廃し、竹林では竹が
繁茂し、森は倒木や枯れ木で人が歩けなくなってい
きました。
　平成15年にはUR都市機構による宅地開発が中
止されたことから、里山再生プロジェクトがスター
トしました。
　このプロジェクトはURが所有していた土地を市

　鹿背山の里山には、有り余る資源があります。ク
ヌギやコナラの木は、キノコ栽培する人にとっては
ホダ木となり、薪ストーブ愛用者には薪になります。
　また、タケノコ好きの方には、孟宗竹、淡竹、真竹

　鹿背山で里山活動をする団体は次の9団体です。
　里山活動を体験してみたい方や、参加してみよう
と思った方は、気軽に連絡してください。

①鹿背山倶楽部
　竹林整備、季節野菜・古代米などの栽培など
②鹿背山元気プロジェクト
　�里山の手入れ、柿畑の再生、里山キャンプ場づく
りなど

③鹿背山の柿を育てるネットワーク
　柿栽培、柿を通した地域交流など

が引き継いだ後も継続され、荒廃が進む里山は、さ
まざまな活動団体により適度に人の手が加え続け
られた結果、荒廃から守られ、森を若返らせ保全さ
れてきました。
　里山の恵みから縁遠い生活を送る現代人が、どの
ように里山を再生できるのか、この基本的な課題に
対応し、かつてのように活用することで守られてき
た鹿背山の里山を取り戻すための挑戦を、さとやま
通信でお知らせしています。

の藪が待っています。
　作業効率をいとわなければ、住宅地のすぐそばに
資源が眠っています。

④木津の文化財と緑を守る会
　鹿背山城および縄張り整備など
⑤特定非営利活動法人�京都発・竹・流域環境ネット
　竹林整備、里山景観維持など
⑥こどもエコクラブサポーターの会
　活動のサポート、自然観察会の開催など
⑦みもろつくネイチャーファミリーかせ山
　自然体験や環境学習などの体験など
⑧鹿背山の自然と文化を楽しむ会
　里山資源を楽しく保全し活用など
⑨キノコもクラブ
　キノコづくりを通じた里山の再生・維持など

木津北地区保全推進室（都市計画課内）☎ 75-1222　 kizukita@city.kizugawa.lg.jp木津北地区保全推進室（都市計画課内）☎ 75-1222　 kizukita@city.kizugawa.lg.jp

STEP1��活動団体から、参加したい団体を探そう！
STEP2��参加したい団体が決まったら、メールなどで活動体験を申し込もう。後日、活動日を連絡します。
STEP3��活動日の連絡があれば、服装や持ち物を準備しよう。

水田の再生（さとやま学校田植え） 竹林整備（さとやま学校タケノコ掘り） 森林整備（枯木の伐採）

～「学研木津北地区」というのは鹿背山の里山のこと
　　里山活動を楽しみながら、里山再生に取り組んでいます～
木津北地区とは

資源の活用

里山へGO！（里山活動に参加してみよう）



　How are you faring this hot summer? I hope you’re 
all drinking lots of liquids and trying to have some fun 
in the summer sun. I’m thinking of making a trip to the 
beach to cool off in the ocean!
　While going to the beach from Kizugawa is quite the 
trek, on Oahu it is at most only 1 hour away from the 
nearest beach. In fact, I lived about 5 minutes away 
from Haleiwa Beach Park for a good part of my life 
and went there many times in my childhood.
　However, as we all know, there is one natural 
phenomenon exacerbated by human actions that 
threatens to take away Hawaii’s most adored 
beaches. Global warming, as most of us know and 
recognize, is melting the ice caps at an alarming rate, 
causing sea levels to rise across the world. This impact 
is especially visible on island communities such as the 
Hawaii. 
　In fact, Hawaii recently, experienced the highest 
tides in 112 years of record keeping this past May, 
a phenomenon some experts are calling “King Tide.” 
During this high tide, water levels rose more than 0.75m 
over the average, temporarily taking the shores of 
popular beaches like Waikiki and causing flooding in 
residential and business areas.
　Hawaii, historically and culturally an environmentally 
conscious state, continues to make efforts to minimize 
its carbon footprint and pursue alternative energy 
sources despite the grim outlook of global warning.
　Kizugawa may be a ways from the beach, but we 
are not immune to the effects of global warming. It’s 
important to support scientists and their research, 
and to try to adopt lifestyle 
customs that keep the 
environment in mind in 
order to secure it for future 
generations. Let’s work 
together and protect the 
world!
See you next month!

Profile Gavyn Guigui
（ギギ・ギャビン）
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出身：ハワイ　年齢：24歳
趣味：料理、まちへ出かけること、カラオケ

　暑い夏をいかがお過ごしですか。水分をたくさん取って、
真夏の日差しを楽しんでいますか。僕は体を涼ませるため、
ビーチに行こうと思っています！
　木津川市からビーチまでの距離は遠いですが、ハワイの
オアフ島では、どこに住んでいても長くても 1 時間でビー
チに行くことができます。ちなみに僕は、H

ハ レ イ ヴ ァ

aleiwa B
ビ ー チ

each 
P
パ ー ク

ark から車で 5 分の地域に何年も住んでいて、子どもの頃
はよくビーチで遊びました。
　しかし、人間の行為によって自然環境が悪化し、みんな
に愛されるハワイのビーチがなくなろうとしています。地
球温暖化により氷河が溶けだし、海面が上昇している事実
を多くの人々が認識しています。
　実は、今年の 5 月に、ハワイの海面が 112 年間の記録の
中で最も高くなったため、その現象を専門家が K

キ ン グ

ing T
タ イ ド

ide
と名付けました。当時、海面が平均より 0.75m 高くなり、
一時はワイキキビーチが一旦なくなり、住宅街や商業地が
水浸しになりました。
　歴史的に、そして文化的にハワイの人々は自然環境に関
心が高いため、温暖化の状況に関係なく、二酸化炭素の排
出を削減する方法や代替エネルギーの研究の努力を続けて
います。
　木津川市は、ビーチからかなり離れていますが、温暖化
の影響が全くないというわけではありません。子どもたち
が、安心して暮らせる地球を保証
するために、環境を研究する科学
者を支え、私たちが環境にやさし
い生活習慣に取り組むことが大切
です。一緒に協力して地球を守り
ましょう！ 
また来月！

King Tide and Global Warming

テレビショッピングで購入した
� 商品のイメージが違う

はい！こちら消費生活
センターです

消費生活の相談や苦情は気軽に相楽消費生活センターへ。（電話または来所）

☎72-9955（ナニ？キューキューＧＯＧＯ！）
相談は無料です。　秘密は厳守します。

※ 「消費者ホットライン」☎１８８（いやや！）番も利用して
ください。

■時  月～金曜日（土・日曜日、祝日を除く。）
　午前9時～午後4時
■所  木津上戸15　相楽会館1階
　 京都府木津総合庁舎東隣（JR木津駅東口から徒歩約

5分）　※土・日曜日、祝日は☎075-257-9002へ。

Q  テレビショッピングを見てジーンズを購入したが、
届いた商品がテレビで見た印象とは違うものだっ
た。「返品・交換可能」と字幕に書いてあったので、電
話で問い合わせると、「返品・交換は未開封のものに
限る」と言われた。開封しないと生地の感触は分から
ないので、未開封のみの受付は納得できない。

A  テレビショッピングは手に取って質感や重量を確認
できないので、テレビ画面と届いた商品のイメージの
違いに納得いかないということも少なくありません。

　 また、クーリング・オフの適用がなく、返品不可の表示
があれば従わなければなりません。

　 便利だからといって安易に利用せず、テレビで確認で
きないことは電話で問い合わせましょう。表示がなけれ

ば、返品・返金を求めることも可能です。諦めず、できる
だけ早く相談してください。
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ご寄附ありがとうございました

世界で活躍！

国道163号の愛称が「京都いづみ
チャーミングロード」に決定！

おめでとうございます

京都府 市町村・地域自治
功労者表彰

　大阪ガス京滋地区で、昭和52年からおこなってい
る募金活動として、平成28年11月～12月にかけての
売り上げを中心として集まった募金を大阪ガス株式
会社から寄附金（50,000円）としていただきました。
　いただきました寄附金は、福祉事業に活用する基
金に積み立て
させていただ
き ま す。あ り
がとうござい
ました。

　国際マッチ神戸フットサルフェスタで、市内で活
動しているガットフットサルスクールに所属してい
た上村充哉さん、森村孝志さんがU25（25歳以下）フ
ットサル日本代表として活躍しました。
　また、先日おこなわれたU18（18歳以下）フットサ
ルの大会で同スクールが京都で1位の成績を収めら
れました。

　全国から860作品もの応募がありました。
　「チャーミング」という言葉には、地域の特産品で
ある「お茶」の響きと「魅力」という意味が込められて
います。
　国道163号は、木津川市をはじめ、山城南部の相楽
地域5市町村を横断し、その沿道は日本遺産に認定さ
れた美しい茶畑景観や風情ある茶問屋街など、多様な
観光資源と四季折々の自然に恵まれたエリアです。
　この機会に出かけてみてください。
　山城地域の観光は、京都やましろ観光 検索

　市内に工房を構える、木のおもちゃ arumitoyの商品
「スレンダー・ブロック」が、
グッドトイ賞を受賞しま
した。おめでとうござい
ます。

　次の方々が、京都府から、市町村・地域自治功労者
として表彰されました。おめでとうございます。（敬
称略）
西岡 政治（議会議員）
有賀 やよい（男女共同参画審議会委員）
大竹 善夫（地域長）

ふるさと応援寄附金をいただきました
〔活用コース名：こども夢・未来事業〕	
　　五艘 琢磨　様（神奈川県横浜市） 10,000円
　　花澤 明洋　様（東京都目黒区） 100,000円
　　山本 裕司　様（徳島県徳島市）  10,000円
〔活用コース名：生物多様性保全事業〕
　　中村 伸之　様（京都府京都市） 30,000円
〔活用コース名：観光振興事業〕
　　加藤 邦彦　様（千葉県市川市） 10,000円
　　寺田 侑祐　様（東京都世田谷区） 30,000円
〔活用コース名：市長にお任せ〕
　　ダイドードリンコ株式会社　様  106,790円
　　水上 晶子　様（東京都町田市） 10,000円
　　青沼 信一　様（埼玉県川口市） 10,000円

　いただきました寄附金は、こども夢・未来事業な
ど、広くまちづくりに活用させていただきます。あり
がとうございました。

自衛官募集相談員の委嘱
　６月８日、亀井純一さん（９期目）、兎本尚之さん

（３期目）、坂口徹さん（１期目）、松田篤彦さん（１期
目）の４人の方が自衛隊京都地方協力本部長と木津
川市長の連名により、自衛官募集相談員として委嘱
されました。
　自衛官志願者に関する情報の提供や募集のための
広報に対する援助をしていただきます。

6月
8日

6月
21日

6月
19日

精華町

和束町 南山城町

笠置町木津川市

京都いづみ
チャーミングロード
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○イベント記事については、税込表示となっています

8月

９月

  1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31 1 2
 3 4 5 6 7 8 9

教室・イベント情報などを案内しています。
アスピアやましろ
�URL�http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/aspia/
山城プール
�URL�http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/yasuragi-town/

fax 86-5852

8月

９月

  1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31 1 2
 3 4 5 6 7 8 9

教室・イベント情報などを案内しています。
�URL�http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/ajisai/

fax

2017

8

あじさいクラブ参加者募集
定期講座は、いつでも初回体験料500円で参加可能です。
＊材料費などは別途必要です。必ず事前に連絡してください。

夏休み　親子手相　1day講座
お子さんの性格や才能を手相から発見できるかもしれません。
■時  8月23日（水）　午後1時～2時30分
■￥  1,620円（別途テキスト代300円）

手相学入門無料体験会
手相に刻まれたメッセージを正しく読み解きましょう。
■時  9月6日（水）　午後1時～2時
　※10月から全6回の本講座を開講します。

らくらくピアノ
楽譜が読めなくても大丈夫です！気軽に始めましょう。
■時  第2・4金曜　午前10時30分～正午
■￥  3,800円　（初回教材費別途1,620円）

たのしい腹話術
パペットを使います。ボランティアや隠し芸に活かせます。
■時  第2火曜　午後1時～2時30分
■￥  1,600円

茶道・裏千家
茶道を通じて美しい所作を身に付けましょう。初めての方
も気軽にお越しください。
■時  第1・3金曜　午後1時～3時
■￥3,500円（材料費別途　1,300円）

■申加茂文化センターへ電話してください。
山城プール　９月度水泳教室生徒募集

■内  ①チャイルドクラス（3歳～年長）
　②ジュニアクラスA（小学1～4年生）
　③ジュニアクラスB（小学5年生～中学3年生）
■時  各クラス毎週水・金・土曜日コースの3つを開催しています。
　①午後3時～4時、②午後4時～5時、③午後5時～6時
■定  ①20人　②30人　③30人
■￥  各4,500円
■申  8月11日までに、郵便番号・住所、氏名、年齢（学年）、

連絡先、希望コース（曜日）を記入し、山城プールへ郵
送または山城プールホームページの問合せメールから申
し込みください。

アスピアくらぶ生徒募集
体感アート講座　夏休み無料体験会
暑さに負けずアートを体感してみましょう。　
■内①大きな気球で体感アート
　②たくさんの絵の具で体感アート
■時  ①8月8日（火）　午前10時～正午
　 ②8月9日（水）　午前10時～正午　
■所  「スクエアー」
■￥  500円（材料費）
■他  未就学児は保護者同伴

夏休み　親子手相　1day講座
お子さんの性格や才能を手相から発見できるかもしれません。
■時  8月24日（木）　午後1時～2時30分
■￥  1,620円（別途テキスト代300円）

手相学入門無料体験会
手相に刻まれたメッセージを読み解きましょう。
■時  9月7日（木）　午後1時～2時
■他  10月から全6回の本講座を開講します。

パッチワークキルト教室　体験会
■時  8月23日（水）　午後1時～3時
■￥  1,080円（材料費）
■持  裁縫道具

上狛駅東公園テニスコート改修のお知らせ

　8 月 1 日～31 日に、人工芝全面改
修・仕切りネット改修・防球フェンス
かさ上げの工事をおこないます。
　期間中はテニスコートが利用できま
せん。
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町内会・自治会に加入しましょう
　自治会は、地域の皆さんがお互いに
支えあい、協力して、防災・防犯をはじ
め、さまざまな地域コミュニティの形
成に取り組んでいます。住みやすい街
をつくるために、自治会に加入し、積
極的にまちづくりに参加しましょう。

納税のお知らせ

便利な口座振替を利用してください。
■問税務課　☎75-1203

市民税・府民税
…第2期…納期期限は8月31日（木）
国民健康保険税
…第3期…納期期限は8月31日（木）

いずみホール「ダンスパーティー」

空手教室開催中！

いずみdeコンサート　出演者募集

　みんなで気軽に楽しく社交ダンスを踊りましょう。
■時  9月10日（日）　午後1時30分～4時
　（開場　午後1時15分～）
■定  50人
■￥  500円
■申  市内にお住まいの方は8月5日午前9時から、
　市外にお住まいの方は8月12日午前9時から
　 直接、いずみホール（中央交流会館）または西部交流会

館へ。※いずみホールのみ電話予約可

　心と体を鍛え、楽しく元気な身体づくりをしましょう。
女の子・成人の方も大歓迎です。
■時月３回・ 金曜日
　年中～小学生　　　　午後４時～５時、午後５時～６時
　中学生以上（成人可） 午後７時～８時
■￥  4,000円／月
■他  全教室見学できますので、電話で予約してください。

　地域の皆さんがステージ発表を楽しみながら交流できる
イベントです。
　ピアノや声楽、合唱、落語、漫才、マジックなどを家族
や仲間と発表しませんか。
■対  音楽や演芸などができる市内にお住まいの個人または団体
　※代表者は市内にお住まいであること。
■時  11月18日（土）　午後1時30分～3時30分
■所  「多目的ホール」
■申  8月15日～9月17日に所定の申込用紙に記入し、直接、

いずみホールへ。
■他  発表は、15分～20分程度です。詳しくは、問い合わせ

てください。

8月

９月

  1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31 1 2
 3 4 5 6 7 8 9 　

fax 72-2801
施設・教室・イベント情報 ブンスポジョウホウ 検索

公益財団法人木津川市
緑と文化・スポーツ振興事業団

☎39-8500　 fax	73-6878
URL	http://www.bunspo-shinko.or.jp/ ブンスポジョウホウ 検索

　夏休みの宿題にもおすすめです。
■時  8月23日（水）　午後2時～3時30分
■所  西部交流会館「会議室」
■対  小学生
■定  12人
■講澤田 正一（こどもアトリエ講師）
■￥  800円（別途材料費200円必要）
■申  西部交流会館で受付中　※電話予約可
■持  鉛筆、消しゴム、水彩セット（絵の具・筆など）　ほか

季節の文化交流教室
「夏休み特別講座〜夏の花を描こう〜」

文化・スポーツ交流教室 教室生募集中！
ゆっくり楽しむ大人のバレエ
■時   月3回・水曜日　午後1時15分～2時15分
■￥   3,800円／月
こどもアトリエ
■時   月2回・水曜日　午後4時30分～6時
■対   小学生
■￥   3,500円／月
ハーモニカ（複音）
■時   月2回・木曜日　午前10時15分～11時45分
■￥   3,000円／月
楽しくえいごリトミック
■時   月3回・木曜日　午前10時30分～11時20分
■対   2歳～就園前のお子さんと保護者
■￥   3,000円／月

■所  西部交流会館

南光・南天二人会
チケット発売中です。
■時   10月21日（土）　午後2時～
■所  いずみホール（中央交流会館）
■￥   前売　1階席　　　 3,000円
　　　　 2階桟敷席　13,500円
■申   直接または電話で西部交流会館へ。
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新しくはいった本 （加茂図書館）

中央図書館

加茂図書館

山城図書館

☎ 72-2980

☎ 76-6466

☎ 86-5001

９月

8月

全館休館日 山城図書館
のみ開館日

山城図書館
のみ閉館日
山城行政サービス
コーナーも閉庁

  1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31 1 2
 3 4 5 6 7 8 9

一般書

月〜金曜日

加茂図書館
おはなし会(おはなしポケット)
■時8月6日・20日、9月3日（日）
　午前10時30分～11時

山城図書館
おはなし会
■時  8月13日（日）　午前11時～
　「なつまつり」のおはなし
　8月20日（日）　午前11時～
　「おはなし108」による読み聞かせ
■所  「絵本コーナー」

『かがみの孤城』	 辻村 深月／著　ポプラ社
　中学生の「こころ」はどこにも行けず、部屋に閉じこも
っていた。ある日突然、輝く鏡をくぐり抜けた世界で似
た境遇の７人と出会い、願いを叶えるために隠された鍵
を探すのですが…。

『京都の壁』	 養老 孟司／著　ＰＨＰ出版社
　『バカの壁』『死の壁』『「自分」の壁』に続くシリーズ。京
都以外の出身者から見た京都の、良くも悪くも京都らし
いしたたかさが描かれています。
児童書
『のんびりジュゴン』〜しってる？水族館のにんきもの①〜
	 松橋 利光／著　アリス館
　「わたしは、ジュゴンのセレナ。朝は７時ごろにおき
て、のんびりほわほわ泳ぎながら、飼育のおねえさんが
くるのをまっているんだ。」鳥羽水族館に来て30年の
セレナの１日が、美しい写真つきで楽しく紹介されて
います。

『このあいだになにがあった？』
	 佐藤 雅彦＋ユーフラテス／作　福音館書店
　２枚の羊の写真があります。並んだ２枚の写真の間に
起こった出来事を考えてみてね。

『このあと　どうしちゃおう』
	 ヨシタケ シンスケ／著　ブロンズ新社

図書館職員からのオススメ本	（加茂図書館）

　死んだおじいちゃんの部屋を掃除していたら、「こ
のあとどうしちゃおう」と書かれたノートが出てき
ます。自分が将来死んだら、どうなりたいか、どうし
て欲しいか？大人にもぜひ読んでほしい、奥の深い
１冊です。

曜日

中央図書館
土曜シアター　「父と暮せば」
■時  8月12日（土）　午後2時～3時40分
（開場　午後1時45分～）
■所  2階「視聴覚室」
■他  開始15分後に参加者がいない場合、

上映を中止します。
夏休み工作教室	
アロマボトルをつくろう！
　不要な保冷剤を利用して、良い香
りのアロマボトルを作ります。
■時  8月20日（日）　午後2時～3時
■所  2階「視聴覚室」
■定  20人 先着
■対  市内にお住まいの小学生
■￥  100円／人
■講藤内 敏　氏
■申  8月6日午前10時から直接、中央・

加茂・山城図書館へ。※電話・郵送・
ファックスでは受け付けません。
鉱物展〜大地からの贈り物〜
■時8月1日（火）～8月31日（木）
■所2階「展示ホール」
■出藤内 敏　氏
おはなし会（朗読サークル「こだま」）
絵本・紙芝居のよみきかせ
■時8月5日・26日、9月2日（土）
　午前10時30分～正午
おはなし会
■時8月19日（土）　午前11時～11時30分

恐怖の部屋へいらっしゃいPart12
　背筋がゾッとする怖い話を聞きに来ませんか？
■時8月27日（日）　午前11時～
■所アスピアやましろ「和室」
■定  30人（当日午前10時から、山城図書館で入

場券を配布します。）
■対4歳以上

おりがみ金魚すくい
■時8月13日（日）
　午前11時～
　 おはなし会のあとで

おこないます。金魚の
他にも、さまざまな生
き物がいます。
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森っこ広場〜森あそび〜
■時  8月13日（日）　午後1時～4時
■所  水景園　芽ぶきの森
■￥  庭園入園料
■対  4歳以上のお子さんと保護者
　※小学3年生以下保護者同伴

夕涼みジャズライブ　part.3
■時  8月26日（土）　午後7時～8時
■所  水景園　観月楼　屋外デッキ
■￥  庭園入園料

星空カフェ
■時  8月27日（日）　午後7時～8時30分
■所  水景園　屋上棚田
■他雨天・曇天時は中止

花あそび・重陽の節句のしつらえ
■時  9月2日（土）　午後1時30分～3時30分
■所  水景園　観月楼　研修室
■内  菊の花を使ったいけばな作品づくり
■￥  3,000円（庭園入園料含む。）
■定  15人　■申  8月31日まで

水景園のいけばな教室
■時  9月7日（木）
　午後1時30分～4時
■所  水景園　観月楼　研修室
■￥  2,000円
■定  10人
■申  9月4日まで

　音楽の喜びを「手渡し」することを志
し、ニッポン全国をまわる北海道歌旅座。
観客を圧倒する歌唱力を持つ一座の看板
シンガーを中心に、昭和の流行歌を披露
する、笑いあり、涙ありのライブショー。
■時11月5日（日）　午後2時30分～
　（開場　午後2時～）
■所「メインホール」
■￥全席指定席（税込）※未就学児入場不可
　前売／一般 2,000円
　けいはんなプラザ友の会会員 1,800円
　高齢者優待（77歳以上） 1,000円
　当日／一律 2,300円
■主・■問（株）けいはんな　☎0774-95-5115

け　い　は　ん　な　記　念　公　園

けいはんなプラザ・プチコンサート
2人で1人！？ピアノ連弾の魅力
■時  8月9日（水）
■内  キャンディード序曲/L. バーンスタイン
■出中川 千絵（ピアノ）、森田 有衣子（ピアノ）
フルートとピアノが奏でる天空の響き
■時  8月23日（水）
■内  フルートとピアノのためのソナタ/プーランク
■出竹氏 美加（フルート）、竹添 歩（ピアノ）
※8月16日・30日は休みです。
■時午後0時15分～0時45分
■所「アトリウム」
■問  けいはんなプラザ・プチコンサート実行委員会 業務

委託先　MyRhythm音楽事務所　☎0774-95-3361

北海道歌旅座
「昭和のうたコンサート」

　青年サルーは、インドで生まれた
が、５歳の時に迷子になり、家族と生
き別れたままオーストラリアへ養子
に出された。成人し、自分が幸せな生
活を送れば送るほど募る、インドの家族への想い。
　人生を取り戻し未来への一歩を踏み出すため、そし
て母と兄に、あの日言えなかった“ただいま”を伝える
ため、彼は遂に家を探しだすことを決意する。圧巻の
感動実話！
■出  デヴ・パテル、ルーニー・マーラ、ニコール・キッドマ

ン　ほか
■時  9月1日（金）
　午前10時30分～午後1時30分～、午後6時30分～　
　9月2日（土）
　午前10時30分～、午後1時30分～、午後4時15分～
■￥  一般1,000円、小・中学生、シニア（60歳以上）700円
　けいはんなプラザ友の会会員700円
　※当日券のみ

　スケッチ工房山城地域の合同水彩画展です。
約60点の作品を展示します。
■時  9月6日（水）～10日（日）
　午前10時～午後5時
　※初日は午後1時から、最終日は午後4時まで。
■問  スケッチ工房　小田　☎090-5129-6243
　 sketch-yumoa@r4.dion.ne.jp

ギャラリー展示 第12回遊和水彩画展

LION／ライオン
～25年目のただいま～

けいはんな映画劇場

け　い　は　ん　な　プ　ラ　ザ

（C）2016 Long Way 
Home Holdings Pty Ltd 
and Screen Australia
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■￥通常の庭園入園料　一般200円、小・中学生100円（60歳以上は、年齢が証明できるものの提示で無料）
■申・■問けいはんな記念公園管理事務所　☎0774-93-1200　URL http://keihanna-park.net/



け
い
は
ん
な
学
研
都
市
７
大
学
連
携

「
市
民
公
開
講
座
２
０
１
７
」

■時 

①
９
月
１
日（
金
）　
午
後
１
時
～
５
時

　
②
９
月
８
日（
金
）　
午
後
１
時
～
５
時

　
③
９
月
15
日（
金
）　
午
後
１
時
～
３
時
35
分

■所 

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館「
大
会
議
室
」

■内 

①
・ 

サ
イ
バ
ー
・
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス（
瞑
想
）　

～
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
世
界
～

　
　
・ 

植
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析 

 

～
宇
治
茶
を
例
に
～

　
　
・ 

ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
原
子
を
見
る
　

～ 

物
質
の
機
能
を
司
る
活
性
原
子
の

新
し
い
科
学
～

　
②
・ 

無
人
航
空
機
が
北
東
ア
ジ
ア
の
国
際

情
勢
に
及
ぼ
し
う
る
影
響  

 

～
日
・
米
・
中
関
係
を
中
心
に
～

　
　
・ 

未
来
に
向
け
て
生
物
資
源
を
い
か
に

使
う
か 

 

～
研
究
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
～

　
　
・ 

再
生
医
療
で
光
を
取
り
戻
す 

 

～ 

同
志
社
発
、角
膜
再
生
医
療
の
最

先
端
～

　
③
・ 

聖
武
天
皇
の
首
都
構
想 

 

～ 

恭
仁
宮
・
難
波
宮
・
紫
香
楽
宮
の
三

つ
の
都
～

　
　
・ 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な「
あ

か
り
」
～
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
か
わ
る
未
来
～

■定 

各
２
０
０
人 

先
着

■申 

・
■問
所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　（
公
財
）関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機
構

　 

fax

０
７
７
４
‐
95
‐
５
１
０
４

　URLhttps://w
w

w
.kri.or.jp/

文
化
協
会
サ
ー
ク
ル
体
験
講
座

　
文
化
協
会
加
盟
の
サ
ー
ク
ル
12
団
体
が 

体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■時  

①
８
月
23
日（
水
）　
②
８
月
26
日（
土
）　

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所 

①
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

　
②
山
城
支
所
別
館

■内 

参
加
サ
ー
ク
ル

　
① 

日
本
舞
踊
新
舞
踊
ま
る
美
、ゆ
う
舞
の

会
、ゆ
う
舞
の
会
藤
、中
高
年
か
ら
始
め

る
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
、町
田
書
道
教
室
、

バ
ッ
リ
ア
ー
モ
、太
極
拳
の
会
　
太
河
、

大
正
琴
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

　
② 
筝
曲
グ
ル
ー
プ
奏
、筝
曲
グ
ル
ー
プ
琴

里
、中
高
年
か
ら
始
め
る
ら
く
ら
く
ピ

ア
ノ
、リ
バ
テ
ィ
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、大

正
琴
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

　
体
験
講
座

　
① 

②
日
本
舞
踊
、ピ
ア
ノ
、書
道
、太
極
拳
、

社
交
ダ
ン
ス
、大
正
琴

■対 

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
以
上
の
方

■￥ 

無
料（
別
途
材
料
費
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

■問
・
■主 

市
文
化
協
会
　
☎
71
‐
８
１
３
０

■他
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

■時 

①
９
月
３
日（
月
）　
②
９
月
10
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時

■所 

①
東
部
交
流
会
館

　
②
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■対 

日
本
語
支
援
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

■内 

①
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

　
②
学
習
の
進
め
方

■講
①
浜
田 

麻
里
　
氏（
京
都
教
育
大
学
教
授
）

　
②
京
都
に
ほ
ん
ごR

ings

　
講
師

■定 

30
人 

先
着

■申 ・
■問
８
月
31
日
ま
で
に
電
話
で
次
へ
。

　
市
国
際
交
流
協
会
　
☎
71
‐
８
１
３
０

　URLw
w

w
.kiea.info

■主 （
公
財
）京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
、

　
市
国
際
交
流
協
会

第
23
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
　

壮
行
会

　
９
月
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
第
23
回 

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
、市
消
防
団
女

性
部
が
、京
都
府
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

当
日
に
向
け
て
積
み
上
げ
て
き
た
訓
練
の
集

大
成
を
、壮
行
会
で
披
露
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時 
８
月
27
日（
日
）　
午
前
10
時
～

■所 
城
址
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■問 

危
機
管
理
課
　
☎
75
‐
１
２
０
６

■他 

雨
天
決
行

■主 

木
津
川
市
、市
消
防
団

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
自
転
車
の
交
通
事
故
に
注
意

　
自
転
車
は「
車
両
」で
あ
り
、車
の
仲
間
で
す
。

人
と
接
触
し
、死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。信
号
や
一
時
停
止
を
守
り
、車
道
の

左
側
を
通
る
な
ど
、気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
盗
難
に
気
を
付
け
て
！

　
最
近
、自
転
車
の
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す
。短

時
間
で
も
、停
め
る
と
き
は
鍵
を
か
け
ま
し
ょ

う
。ま
た
、ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　「
電
子
ギ
フ
ト
券
で
支
払
い
」は
詐
欺
で
す
！

　
架
空
請
求
の
メ
ー
ル
を
携
帯
電
話
な
ど
に
送

り
つ
け
、コ
ン
ビ
ニ
で
販
売
し
て
い
る
電
子
ギ
フ

ト
券
を
購
入
さ
せ
て
、ポ
イ
ン
ト
分
の
利
用
券
を

騙
し
取
る
詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

・
覚
え
の
な
い
請
求
に
返
事
・
連
絡
を
し
な
い
。

・ 

他
人
の
指
示
で
電
子
ギ
フ
ト
券
を
購
入
し
な
い
。

　
不
審
に
思
っ
た
ら
、す
ぐ
に
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
木
津
警
察
署
　
☎
72
‐
０
１
１
０

木
津
川
市
平
和
パ
ネ
ル
展

　
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代
に
も
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
、戦
争
の
残
し
た
教
訓
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、平
和
を
願

い
、実
施
し
ま
す
。

■時 

８
月
４
日（
金
）～
10
日（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■所 

市
役
所
１
階「
住
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
」

■内 

パ
ネ
ル
の
展
示
や
、戦
争
体
験
談
な
ど
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■問 

人
事
秘
書
課
　
☎
75
‐
１
２
３
４

■主 

木
津
川
市
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交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て 

な
く
そ
う
交
通
事
故
！

　
夏
休
み
が
始
ま
り
、子
ど
も
の
行
動
範
囲
が

広
が
り
ま
す
。普
段
に
も
増
し
て
、交
通
安
全

に
気
を
付
け
、交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

９
月
４
日
は
、子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
推
進
日

　
・
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　�「
事
故
か
ら
守
ろ
う
！
京
の
子
ど
も
明

る
い
未
来
」

　
・�

家
庭
や
地
域
で
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
、

元
気
に
新
学
期
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　
・
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　�「
ひ
ま
わ
り
に
　
無
事
故
を
願
う
　
京

の
夏
」

　
・�

交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
無
事
故
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
！

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
府
民
運
動

　
・
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　�「
思
い
や
り
　
み
ん
な
で
な
く
そ
う�

高
齢
者
事
故
」

　
・�

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

暴
走
行
為
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
追
放
の
推
進

　
・
ス
ロ
ー
ガ
ン「
暴
走
は
　
し
な
い
さ�

　
　
せ
な
い
　
見
に
行
か
な
い
」

　
・�

暴
走
族
に
よ
る
集
団
暴
走
、爆
音
暴
走
は
、

交
通
秩
序
を
乱
す
不
法
行
為
で
す
。

■問�

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
総
務
課
　

　
☎
75
‐
１
２
０
０

消
費
生
活
講
座
開
催

　
平
成
29
年
度
は
、全
５
回
の
消
費
生
活
講

座
を
開
講
し
ま
す
。詳
し
く
は
、相
楽
郡
広
域

事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■内
①�「
悪
い
奴
ら
に
騙
さ
れ
な
い
で
！

　
　
～
特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
等
の
被
害
の�

　
　
現
状
と
対
策
～
」

　
②
圧
巻
の
茶
畑
と
南
山
城
村
満
喫
体
験

　
③
見
守
り
支
え
あ
っ
て
こ
そ
の
安
心
生
活

　
④
ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険

　
⑤
秋
の
鹿
背
山
満
喫
体
験

■時
①
9
月
14
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
②
9
月
21
日（
木
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

　
③
9
月
28
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
④
10
月
7
日（
土
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
⑤
10
月
19
日（
木
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

■所
①
③
④
相
楽
会
館「
大
ホ
ー
ル
」

　
②
相
楽
会
館
集
合

　
⑤
あ
い
は
う
す
鹿
背
山
集
合

■￥
無
料

　
※�

②
⑤
は
１
，０
０
０
円（
昼
食
代
）が
必

要
で
す
。

■申�・
■問
8
月
7
日
か
ら
開
催
1
週
間
前
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

　
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
　
☎
72
‐
０
４
２
１

　
　
72
‐
０
４
７
０

恭く
に
き
ゅ
う

仁
宮
跡あ

と

発
掘
調
査
の 

作
業
員
募
集
　
説
明
会

　
京
都
府
教
育
委
員
会
が
お
こ
な
う
恭
仁
宮

跡
の
発
掘
調
査
の
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

次
の
日
程
で
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■時
８
月
18
日（
金
）　
午
後
２
時
～

■所
瓶
原
公
民
館

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
で
、野
外
で
の
軽
土
木

作
業
に
従
事
で
き
る
健
康
な
方

■内�

発
掘
調
査（
野
外
で
の
軽
土
木
作
業
。ス
コ

ッ
プ
、ク
ワ
、移
植
ゴ
テ
や
草
刈
り
ガ
マ
を

使
っ
て
土
を
掘
っ
た
り
削
っ
た
り
し
ま
す
。）

賃
金
　��

７
，９
０
０
円
／
日（
通
勤
手
当
は
府
臨

時
職
員
要
綱
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。）

雇
用
期
間
　�

９
月
上
旬
～
12
月
中
旬
の
平
日�

（
雨
天
な
ど
で
調
査
を
中
断
す
　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分

募
集
人
数
　
10
人
前
後

■他�

説
明
会
当
日
に
簡
単
な
体
力
検
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。汚
れ
て
も
良
い
動
き
や
す
い

格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課

　
☎
０
７
５
‐
４
１
４
‐
５
９
０
３

家
屋
調
査
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
平
成
29
年
中
に
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
家

屋
は
、平
成
30
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
適
正
に
算

出
す
る
た
め
、家
屋
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　
職
員
が「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」を
提

示
し
、調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日
時
の
調
整

　�

建
物
の
完
成
を
確
認
し
、訪
問
・
電
話
な

ど
で
日
時
調
整
し
、伺
い
ま
す
。

家
屋
調
査

　�

建
物
外
部
・
内
部
の
仕
上
材
料
や
建
築
設

備
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

評
価
額
算
出

　�

固
定
資
産
評
価
基
準
に
従
い
、評
価
額
を

算
出
し
ま
す
。

■問
税
務
課

　
☎
75
‐
１
２
０
３

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書 

（
指
名
願
い
）の
臨
時
受
付

　
市
内
業
者（
市
内
に
主
た
る
営
業
所（
本

店
）を
有
す
る
法
人
ま
た
は
営
業
拠
点
を
有

す
る
個
人
の
う
ち
、別
に
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
方
）を
対
象
に
、指
名
願
い
を
臨
時
受

付
し
ま
す
。

　
現
在
、資
格
を
有
し
て
い
な
い
方
で
、市
か

ら
の
受
注
を
希
望
す
る
場
合
は
、申
請
書
を

提
出
し
、資
格
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、必
ず
事
前
に
指

導
検
査
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■対�

建
設
工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
業
務
、物
品
・
役
務
の
供
給
等

■申�

８
月
21
日
～
31
日
午
後
５
時
ま
で
に
、直

接
指
導
検
査
課
へ
。

■問
指
導
検
査
課
　
☎
75
‐
１
２
２
４

fax
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ま
ち
の
話
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ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト
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弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
情
報
が 

伝
達
さ
れ
た
場
合
の
行
動

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
と
の
情
報
が
伝
達

さ
れ
た
場
合
は
、落
ち
着
い
て
続
報
に
備
え
て
く
だ
さ

い
。弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
の
領
土
・
領
海
に
落
下
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、「
屋
内
避

難
」を
呼
び
か
け
ま
す
。

・
屋
外
に
い
る
場
合

　
す
ぐ
に
、近
く
の
建
物
な
ど（
可
能
で
あ
れ
　�

　
ば
、頑
丈
な
建
物
や
地
下
街
な
ど
）に
避
難�

　
し
て
く
だ
さ
い
。

・
建
物
が
な
い
場
合

　
物
陰
に
身
を
隠
す
か
、地
面
に
伏
せ
て
頭�

　
部
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
内
に
い
る
場
合

　
窓
か
ら
離
れ
る
か
、窓
の
な
い
部
屋
に
移�

　
動
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
危
機
管
理
課
　
☎
75
‐
１
２
０
６

　
内
閣
府
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
　

　
　�w

w
w
.kokum

inhogo.go.jp

海
で
の
事
故
に
注
意
！

　
海
で
の
事
故
を
ふ
せ
ぐ
た
め
、疲
れ
て
い
る
時

や
飲
酒
し
た
時
は
、絶
対
に
海
に
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊

ぶ
際
は
、気
象
の
確
認
・
機
関
の
点
検
を
確
実
に

お
こ
な
い
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、迷
わ
ず

「
１
１
８
番
」に
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■問�

舞
鶴
海
上
保
安
部
　

　
☎
０
７
７
３
‐
76
‐
４
１
２
０

木
津
川
市
探
訪
講
座
　
受
講
生
募
集

　
木
津
川
市
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
な

り
ま
せ
ん
か
。ガ
イ
ド
に
必
要
な
知
識
や
市
の
魅

力
を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、定
期

的
に
市
民
講
座
を
お
こ
な
い
ま
す
。

第
1
回
講
座
　

「
竹
居
和
彦
さ
ん
と
ス
ケ
ッ
チ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ｉ
ｎ

不
動
川
砂
防
歴
史
公
園
」

　
ガ
イ
ド
に
よ
る
デ
・
レ
ー
ケ
と
不
動
川
砂
防
歴

史
公
園
の
説
明
を
聞
き
、専
門
家
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
で
も
家
族
で
も
、ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
気
分
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時
８
月
19
日（
土
）　
午
前
9
時
45
分
～
午
後
1
時

　
※
小
雨
決
行

■所
午
前
9
時
　
木
津
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
又
は
、

　
午
前
9
時
15
分
　
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
駐
車
場
集
合�

　
バ
ス
で
不
動
川
砂
防
歴
史
公
園
へ
。

■講�

竹
居�

和
彦
　
氏（
風
景
画
、ぶ
ら
り
す
け
っ
ち
主
宰
）

　
山
城
町
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
会

■持�

絵
具
、筆
、筆
洗
い
、筆
記
用
具
、ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
か
画
用
紙
、ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
か
椅
子
、飲
み

物
な
ど

■定
25
人�

先
着

■申�

郵
便
番
号
・
住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）を
記
入
し
、郵
送
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
次
へ
。

■問（
一
社
）木
津
川
市
観
光
協
会
　
☎
73
‐
８
１
９
１

　
　
73
‐
８
１
３
６

　
　�kanko@

0774.or.jp

■後
木
津
川
市

府
立
山
城
郷
土
資
料
館

夏
休
み
体
験
コ
ー
ナ
ー

　「
夏
休
み
　
む
か
し
を
遊
ぼ
う
!!
」

■時
8
月
27
日（
日
）ま
で

■所「
企
画
展
示
室
」な
ど

■内�

昔
の
お
も
ち
ゃ
、古
代
体
験
、昔
の
道
具
体
験
な

ど
、家
族
で「
む
か
し
」を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

■￥�

入
館
料（
一
般
２
０
０
円
、小
・
中
学
生
50
円
）

第
２
回
火
起
こ
し
名
人
選
手
権

　
昔
の
火
起
こ
し
道
具
を
使
っ
て
、火
起
こ
し
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
。

■時
８
月
12
日（
土
）

　
午
後
２
時
～
　
大
人
の
部

　
午
後
３
時
～
　
小
学
生
の
部

■所
山
城
郷
土
資
料
館

■申
当
日
、開
会
30
分
前
～
開
会
15
分
後
に
受
付
へ
。

■所
・
■問
府
立
山
城
郷
土
資
料
館�

総
務
課

　
☎
86
‐
５
１
９
９

　
　�yam

asiro-s-soum
u@

pref.kyoto.lg.jp

８
月
１
日
　
採
用
試
験
受
付
開
始
！

　
平
成
29
年
度
木
津
川
市
職
員
採
用
試
験（
行
政

職
）の
受
付
が
、８
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。詳

し
く
は
、職
員
採
用
試
験
案
内（
人
事
秘
書
課
な
ど

に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
人
事
秘
書
課
　
☎
75
‐
１
２
３
４

fax

「広報きづがわ」に
広告を掲載しませんか？
　毎月約30,000部を発行し、市内の各世帯へ
お届けしている「広報きづがわ」に、広告を掲
載しませんか？
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、
学研企画課まで問い合わせてください。

fax
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ス
ポ
ー
ツ

中
央
体
育
館（
市
体
育
協
会
）　
※
火
曜
日
休
館

木
津
石
塚
１
４
７
　
☎
73
‐
２
３
２
３

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・�
主
催
者（
市
体
育
協
会
）で
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

・�

適
し
た
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

飲
み
物
、タ
オ
ル
を
準
備
す
る
な
ど
、体
調

に
は
気
を
付
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
陸
上
教
室

■時
①
８
月
20
日（
日
）

　
②
８
月
27
日（
日
）

　
③
９
月
３
日（
日
）　

　
　
午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

■所
①
上
狛
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
②
加
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
③
相
楽
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■対
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
４
～
６
年
生

■定
50
人

■￥
２
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

　
※
開
催
日
ご
と
に
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

■内�

基
本
の
走
り
方
、遊
び
の
中
で
走
り
が
速

く
な
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、記
録
会

■持
飲
み
物
、帽
子

■申�

８
月
14
日
ま
で
に
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、直
接
、中
央
体
育
館
へ
。

市
民
な
ぎ
な
た
講
習
会

■時
８
月
26
日（
土
）

　
・
午
前
10
時
～
正
午（
経
験
者
）

　
・
午
後
０
時
30
分
～
２
時（
初
心
者
）

■所
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■内�

な
ぎ
な
た
に
つ
い
て
基
本
と
応
用（
ク

ラ
ス
別
）

■講�

京
都
な
ぎ
な
た
連
盟
会
長
　

　
東
　
美
智
子
　
他

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
・
通
学
し
て
い
る
方

■￥
２
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

■持
飲
み
物

■申�

８
月
21
日
ま
で
に
、電
話
で
中
央
体
育
館
へ
。

■他
な
ぎ
な
た
は
貸
し
出
し
し
ま
す
。

■問
辻
井
　
☎
72
‐
０
６
８
９

市
民
な
ぎ
な
た
大
会

■時
８
月
26
日（
土
）　
午
後
２
時
～
４
時

■所
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■内
演
技
競
技
、試
合
競
技

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
・
通
学
し
て
い
る
方

■￥
３
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

■持
飲
み
物

■申
８
月
21
日
ま
で
に
、電
話
で
中
央
体
育
館
へ
。

■他�

詳
し
く
は
、申
込
み
の
際
に
お
渡
し
す
る

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
辻
井
　
☎
72
‐
０
６
８
９�

第
９
回
木
津
川
市
民
空
手
道
教
室
参
加
募
集

■時
８
月
７
日
・
21
日
・
28
日（
月
）

　
午
後
７
時
～
８
時
　

■所
高
の
原
小
学
校「
体
育
館
」

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め
の
小
学
生
以
上
の
方

■￥
２
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

■他�

運
動
の
出
来
る
服
装
で
直
接
体
育
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■時
8
月
9
日
・
23
日（
水
）　
午
後
8
時
～

■所
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■￥
２
０
０
円
／
人(

当
日
徴
収)

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め
の
小
学

生
以
上
の
方

　
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■持
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

■問�

木
津
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

　
尾
白
　
☎
０
９
０
‐
４
２
７
８
‐
４
１
７
７

■他
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

屋
台
村（
夜
市
）開
催

　
屋
台
で
は
、お
い
し
い
食
べ
物
や
飲
み
物

が
楽
し
め
ま
す
。一
味
違
っ
た
夜
を
、家
族

で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

■時
９
月
１
日（
金
）　
午
後
４
時
～
８
時

　
※
小
雨
決
行

■所�

市
商
工
会
館
　
駐
車
場

　（
木
津
南
垣
外
83
‐
３
）

■問
商
工
会
　
☎
72
‐
３
８
０
１

■他�

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■主
商
工
会
　
木
津
地
区
　
朝
市
部
会

２
０
１
７
き
づ「
平
和
の
鐘
」

　
終
戦
記
念
日
に
祈
り
を
込
め
て
、皆
さ

ん
で
平
和
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

■時
8
月
15
日（
火
）　
午
前
11
時
45
分
　
集
合

　
※
雨
天
決
行

■所
安
楽
寺
、大
智
寺
、西
念
寺
、正
覚
寺

■主
・
■問
平
和
の
鐘
木
津
実
行
委
員
会

　
中
森
　
☎
73
‐
０
９
３
７

か
も「
平
和
の
鐘
」

世
界
の
平
和
を
願
っ
て
、戦
争
を
語
り
継
ぐ

　
参
加
者
全
員
が
鐘
を
つ
け
ま
す
。主
会

場
で
は
、戦
争
体
験
の
語
り
や
音
楽
演
奏

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■時
８
月
15
日（
火
）　
正
午
～
　
※
雨
天
決
行

■所�

岩
船
寺
、地
蔵
院
、浄
瑠
璃
寺
、常
念
寺
、大

願
寺
　
※
主
会
場
は
高
田
寺（
加
茂
町
高
田
）

■主
・
■問
２
０
１
７
年
か
も「
平
和
の
鐘
」実
行�

　
　�

委
員
会
　
岩
田
　
☎
76
‐
３
６
０
３

■後
木
津
川
市

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
　

木
津
の
戦
争
展

■時
8
月
20
日（
日
）　

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■内�

戦
争
遺
品
・
資
料
展
示
、原
爆
写
真
展「
原

爆
と
人
間
」、ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、戦

争
体
験
談（
加
藤
ト
モ
さ
ん
）、平
和
紙
芝
居
、

ア
ニ
メ「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」上
映
　
な
ど

■主�

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
木
津
の
戦
争
展
実

行
委
員
会

■問
中
森
　
☎
73
‐
０
９
３
７

よ
っ
と
い
で

つ
な
が
り
の
輪
広
が
る
ほ
っ
と
で
き
る
居
場
所

　
地
域
で
、子
育
て
支
援
、高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■内�

３
世
代
交
流
ク
ッ
キ
ン
グ

　
９
月
５
日（
火
）　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

■問�

よ
っ
と
い
で（
木
津
清
水
１
０
６
）

　
☎
72
‐
９
９
１
０

■他
８
月
の
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
と
い
で

検
索
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木
津
気
功
太
極
拳
　
会
員
募
集

　
ゆ
っ
く
り
動
く
こ
と
で
あ
な
た
が
変
わ
る
。

豊
か
な
心
と
健
康
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

■時
毎
週
月
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■所
庁
舎
北
別
館

■￥
２
，０
０
０
円
／
月

■問
奥
田
　
☎
72
‐
０
８
５
６

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
夏
の
星
空
を
見
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時
８
月
19
日（
土
）

　
午
後
７
時
～
９
時
30
分

　
①
午
後
７
時
～
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞

　
②
午
後
８
時
～
　
星
空
観
察

　
　
※
曇
り
・
雨
天
時
中
止

■所
加
茂
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

■￥�

①
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
以
下
無

料
、中
学
生
・
高
校
生
３
０
０
円
、大
人

５
０
０
円

■持�

筆
記
用
具
、懐
中
電
灯
、双
眼
鏡（
お
持

ち
の
方
）

■問�

加
茂
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

　
☎
76
‐
７
６
４
５

　
加
藤
　
☎
０
９
０
‐
７
４
８
６
‐
６
１
１
３

■主
日
本
宇
宙
少
年
団
木
津
川
分
団

■共
同
志
社
大
学
天
文
同
好
会

恭
仁
京
盆
踊
り

■時
8
月
12
日（
土
）　
午
後
6
時
30
分
～

　
※
雨
天
順
延

■所
恭
仁
京
跡（
恭
仁
小
学
校
東
側
）

■問
瓶
原
会
　
山
村

　
☎
０
９
０
‐
１
０
７
０
‐
５
５
６
６

■主
瓶
原
会
、（
社
福
）瓶
原
支
部

■後
木
津
川
市
、市
教
育
委
員
会

当
尾
の
郷
ま
つ
り

■時
９
月
３
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
※
雨
天
決
行

■所
当
尾
の
郷
会
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
、体
育
館

■内�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
も
っ
た
い
な
い

会
、コ
ッ
ト
ン
の
詩
）、手
作
り
雑
貨
の

販
売
、当
尾
で
育
っ
た
野
菜
や
焼
き
お

に
ぎ
り
の
販
売
　
な
ど

■問
当
尾oh!B

aaaaaZ

　

　
中
切
　
☎
76
‐
５
４
８
５

■他�

毎
月
第
1
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
倶
楽
部

■時�

8
月
13
日（
日
）　
※
雨
天
中
止

�

　
午
前
7
時
30
分
　
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
西
側
広�

　
場
に
集
合
し
て
輪
行
で
伊
賀
上
野
駅
へ

　�

ま
た
は
午
前
8
時
50
分
　
伊
賀
上
野
駅

■申
・
■問
木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
倶
楽
部

　
杉
野
　
☎
０
９
０
‐
９
９
８
４
‐
６
１
０
６

　
嶋
村
　
☎
86
‐
４
７
５
８

■他
・
松
阪
で
昼
食
後
、解
散
し
ま
す
。

　
・�

昼
食
代
な
ど
個
人
で
必
要
な
も
の
は

個
人
負
担
で
す
。

　
・
自
己
責
任
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

森
林
体
験
　
参
加
者
募
集

　
里
山
の
森
林
観
察
や
落
葉
堆
肥
作
り
、雑

木
林
の
育
林
活
動
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■時
９
月
２
日（
土
）　

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

　
午
前
９
時
30
分
　
森
林
公
園
事
務
所
前
集
合

　
※
小
雨
決
行

■所�

山
城
町
森
林
公
園
内�

「
サ
ン
・
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
の
森
」

■対�

小
学
校
高
学
年
以
上
の
方（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

■定
20
人

■￥
当
日
の
参
加
者
の
み
入
園
料
無
料

■持
弁
当
、飲
み
物

■申
・
■問
高
田
　
☎
・
　
86
‐
５
２
８
４

■主�

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

サ
ン
・
フ
ォ
レ

ス
タ
ー

■後
山
城
町
森
林
組
合

■他�

作
業
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
陽
だ
ま
り

　
認
知
症
・
家
庭
介
護
・
地
域
介
護
の
集

い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
カ
フ
ェ
を
貸
し
切
り
、ま
っ
た
り
お
茶
し

ま
し
ょ
う
。

■所
梅
谷
カ
フ
ェ（
梅
谷
池
ノ
谷
）

■時
参
加
者
と
調
整
し
ま
す
。ま
ず
は
、参
加�

　
希
望
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
代
表
介
護
福
祉
士
　
辻
田

　
☎
０
８
０
‐
６
１
６
７
‐
７
８
９
８

　
　kaigo.care.kazum

i@
gm

ail.com

fax

き
づ
が
わ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
．

①
産
後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
産
後
の
体
を

調
整
し
ま
し
ょ
う
。

■時
8
月
9
日（
水
）　
午
前
10
時
～
11
時

■所
西
部
交
流
会
館
２
階「
和
室
」

■講�

姜�

京
希（
き
づ
が
わ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
．代
表
）

■￥
１
，０
０
０
円

②
明
る
い
オ
カ
ン
の
作
り
方
〜
レ
シ
ピ
付
〜

　
重
度
障
害
児
と
定
型
児
を
育
て
る
起
業

家
母
の
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
講
座
で
す
。

■時
8
月
17
日（
木
）　
午
前
10
時
～
11
時

■所
東
部
交
流
会
館
１
階「
和
室
」

■講
栗
本�

薫
　
氏（
㈱
の
ぎ
す
代
表
）

■￥
２
，０
０
０
円

■他
見
守
り
保
育
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■申
・
■問
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
次
へ
。

　
姜か

ん

　
☎
０
９
０
‐
９
９
８
７
‐
１
０
４
０

　
　info@

kkinfo.org

木
津
川
市
加
茂
生
涯
学
習 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
第
35
回  

公
民
館
ま
つ
り
　
参
加
者
募
集

　
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
を

対
象
に
、参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■時�

平
成
30
年
３
月
３
日（
土
）
～
４
日（
日
）�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所
加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

■申
8
月
25
日
ま
で
に
次
へ
。

■問
南
加
茂
台
公
民
館

　
☎
７６
‐
５
９
５
９
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フ
レ
ー
フ
レ
ー
ク
ラ
ブ

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」

■時
8
月
23
日（
水
）　
午
前
11
時
10
分
～

　
　
ふ
れ
あ
い
デ
ー（
世
代
間
交
流
の
日
）

　
８
月
28
日（
月
）～

　
　
壁
面
製
作
９
月
分（�

先
着�

30
個
）

■所�

平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
木
津
2
階

　「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」

■対
お
お
む
ね
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護
者

■問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
フ
レ
ー

フ
レ
ー
ク
ラ
ブ
　
☎
73
‐
０
３
０
８

　URLnpofurefure.net

第
１
０
５
回
け
い
は
ん
な
市
民
雑
学
大
学

音
楽
〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
〜
青
春
Ⅱ

■時
8
月
26
日（
土
）　
午
後
2
時
～
4
時

■講�

市
民
教
授
　
岡
田�

義
一
　
氏

　（
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ「
ル
ミ
エ
ー
ル
の�

　
会
」会
長
）

■所�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
4
階「
こ
す
も
す
ホ
ー
ル
」

■￥
１
０
０
円（
資
料
代
）

■定
60
人�

先
着

■他�

講
座
終
了
後
、懇
親
会
も
あ
り
ま
す
。　

■問
渡
辺
　
☎
０
９
０
‐
７
８
８
０
‐
６
７
８
７

平
成
29
年
　
平
城
山
納
涼
会

■時
8
月
25
日（
金
）　
午
後
5
時
～
8
時

■内
盆
踊
り
、太
鼓
演
奏
、出
店
な
ど

■問
・
■所
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

　
☎
０
７
４
２
‐
33
‐
３
９
５
１

■他
・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
　
小
展
示

「
明
か
り
を
つ
く
る
、光
を
い
か
す

―
照
明
か
ら
建
築
・
ア
ー
ト
ま
で
―
」

■時
8
月
17
日（
木
）～
9
月
19
日（
火
）

　�
午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

　（
日
曜
日
、祝
日
は
休
館
）

■所
地
下
１
階「
閲
覧
室
」

■対�

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、18
歳
未
満

の
方
は
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■内�

照
明
の
歴
史
を
中
心
に
、光
と
生
活
・
文
化

に
関
す
る
約
１
０
０
点
の
本
や
雑
誌
を
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
た
、影
絵
な
ど
の
明
か
り
や
光
を
取
り
入

　
れ
た
多
様
な
文
化
や
、自
然
光
を
活
か
し
た
　�

　
建
築
も
取
り
上
げ
ま
す
。

■問
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

　
☎
０
７
７
４
‐
９
８
‐
１
３
４
１

鹿
背
山
城
な
ん
で
も
知
ろ
う
連
続
講
座

■内
①
幻
の
木
津
城
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か

　
②
多
聞
城
と
奈
良
町
遺
跡

■講
①
岩
井�

照
芳
　
氏

��

②�

中
島�

和
彦
　
氏

　（
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）

■時�

９
月
３
日（
日
）　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

　（
開
場
　
午
後
1
時
～
）

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）「
研
修
室
」

■￥
３
０
０
円

■定
70
人�

先
着

■問
・
■主
木
津
の
文
化
財
と
緑
を
守
る
会

　
岩
井
　
☎
０
９
０
‐
５
１
２
９
‐
８
９
０
８

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
養
成
講
座

■時
9
月
～
12
月
の
指
定
の
7
日
間

　
※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■所�

精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー(

京
都

市
伏
見
区
）

■対
・�

京
都
府
内（
京
都
市
除
く
。）に
お
住
ま

い
の
方

　
・
す
べ
て
の
講
座
を
受
講
で
き
る
方

　
・�

講
座
修
了
後
、こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る
方

■申
・
■問
８
月
18
日
ま
で
に
、電
話
で
次
へ
。

　
山
城
南
保
健
所
　
☎
72
‐
０
９
７
９

き
づ
が
わ
し
・
サ
イ
エ
ン
ス
・ 

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　
夏
休
み
最
後
の
週
末
に
、家
族
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■時
8
月
26
日(
土)

・
27
日(

日)

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
※
26
日（
土
）の
み

　
　
午
後
５
時
～
　
天
体
望
遠
鏡
工
作

　
　
午
後
７
時
～
　
天
体
観
測

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■内�

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
コ
ズ
ミ
ッ

ク
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

■問
・
■主
西
町
町
内
会

　
槌つ

ち
た
に谷

　
☎
０
９
０
‐
３
２
８
８
‐
０
４
２
４

　
　sf2017@

tenm
onbu.com

■後�

木
津
川
市
、木
津
川
市
・
精
華
町
・
相

楽
東
部
広
域
連
合
の
各
教
育
委
員
会

■共�

て
ん
も
ん
ぶ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
し
ろ

き
っ
づ
サ
イ
エ
ン
ス

■他
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
づ
が
わ
し
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

検
索

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い   

出
演
団
体
募
集

■時
平
成
30
年
２
月
11
日（
日
・
祝
）　

　
午
後
１
時
～
4
時

■所
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー「
か
し
の
き
苑
」

　（
精
華
町
大
字
南
稲
八
妻
）

■内�

演
奏
、合
唱
、詩
吟
、舞
踊
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
舞
台
発
表

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
活
動
し
て
い
る

５
人
以
上
の
団
体

■定
10
団
体
程
度�

抽
選

■申�・
■問「
第
25
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど

い
出
演
希
望
」と
明
記
し
、グ
ル
ー
プ
名
、

出
場
人
数
、発
表
種
目
、代
表
者
の
氏
名
、

住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、8
月
31
日

（
消
印
有
効
）ま
で
に
郵
送
で
次
へ
。

　
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会

　（
木
津
上
戸
15
）　
☎
72
‐
０
４
２
１

■他
発
表
は
入
退
場
を
含
め
て
15
分
以
内
で
す
。

第
10
回
　
木
津
油
絵
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　
教
室
や
写
生
な
ど
で
描
い
た
静
物
・
人

物
・
風
景
の
作
品
を
約
60
点
展
示
し
ま
す
。

■時
8
月
29
日（
火
）正
午

　
　
～
9
月
8
日（
金
）午
後
3
時

■所
市
役
所
1
階「
住
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
」

■問
齋
藤
　
☎
72
‐
９
０
５
５

■後
市
文
化
協
会

■他�
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。毎
月
第

１
・
３
火
曜
日
の
午
前
９
時
15
分
～
午

後
０
時
15
分
に
、庁
舎
北
別
館
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　（
会
費
２
，０
０
０
円
／
月
）



掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

清和工業株式会社 正社員・パート社員募集 ■業務 自動車の電装部品製造、自動車、建設機械、農業機械、
 産業機械、船舶のケーブル加工、販売 
■資格 高卒以上
■勤務 正社員 8：30～17：30（休憩1時間 12：00～13：00）
 パート社員
  9：00～16：00（休憩1時間 12：00～13：00）
 もしくは 9：00～17：00（休憩1時間 12：00～13：00）
■休日 土日祝日他週休 2 日制、会社カレンダーによる
 年末年始、夏季休暇（6ヶ月経過後の年次有給休暇日数：10日）
■待遇 交通費支給（就業規則の規程による）、社会保険完備、作業服貸与、
 全館禁煙、空調完備、マイカー・バイク・自転車通勤可

連絡先 本社総務課 担当：南村（なむら）

〈勤務地〉 京都木津川 ECTセンター（梅美台８丁目２番１）

☎06-6722-8651

〈特徴〉
自動車電装部品では業界トップクラス、
全国有名商社を通じて国内のみならず
海外へも輸出

お気軽にお電話ください。

募集要項

完成したての清潔できれいな職場です。

平
成
29
年
度
　
自
衛
官
募
集

■内
①
自
衛
官
候
補
生

　
②�

防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
、総
合
選
抜
、

　
　
一
般
前
期
、一
般
後
期
）

　
③
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
④
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

■対
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

　
②
・
推
薦

　
　
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）で
21
歳
未
満
の

　
　
　
成
績
優
秀
か
つ
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

　
　
・
総
合
選
抜
、一
般
前
期
、一
般
後
期

　
　
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）21
歳
未
満
の
者

　
③
④
高
卒（
見
込
み
含
む
。）21
歳
未
満
の
者

■申
①
随
時

　
②
・
推
薦
、総
合
選
抜
　
9
月
5
日
～
7
日

　
　
・
一
般
前
期
　
9
月
5
日
～
29
日

　
　
・
一
般
後
期
　
平
成
30
年
1
月
20
日
～
26
日

　
③
④
９
月
５
日
～
29
日

■問
京
都
地
方
協
力
本
部
宇
治
地
域
事
務
所

　
☎
０
７
７
４
‐
44
‐
７
１
３
９

　

kyoto.pco.uji@
rct.gsdf.m

od.go.jp

■他
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
尾
の
郷
で
大
福
手
作
り
＆
抹
茶
体
験

　
当
尾
で
暮
ら
し
、自
ら
栽
培
し
た
野
菜
で
作

っ
た
加
工
品
が
大
人
気
の「
当
尾oh!B

aaaa
aZ

」メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、大
福
餅
作
り
と
抹

茶
体
験
を
し
ま
す
。

■時
８
月
24
日（
木
）　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■所
当
尾
の
郷
会
館
2
階「
調
理
室
」

■￥
１
，０
０
０
円（
当
尾
野
菜
の
土
産
付
）

■主
・
■問
や
ま
し
ろ
ご
は
ん

　
堤
　
☎
０
９
０
‐
４
２
９
１
‐
５
７
２
０

広報           2017.831

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
ｓ 

ｄ
ｅ 

工
作 

夏
ま
つ
り

　
今
年
の
親
子
工
作
は
、新
作
と
大
人
気
ア
ン

コ
ー
ル
工
作
！�

映
像
は
、週
替
わ
り
で
宇
宙
シ

リ
ー
ズ
を
上
映
し
ま
す
。

■時
８
月
31
日（
木
）ま
で
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
※�

８
月
14･

15
日
は
開
館
、17･

18
日
は
閉
館
し
ま
す
。

■対
小
・
中
学
生
の
み（
保
護
者
同
伴
）

■内�

イ
ラ
イ
ラ
棒
や
海
賊
船
、星
座
工
作
が
帰
っ
て

き
ま
す
。科
学
工
作
や
恐
竜
シ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、

日
替
わ
り
の
楽
し
い
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　

　
※
幼
児
か
ら
参
加
で
き
る
工
作
も
あ
り
ま
す
。

■問
き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん

　
☎
71
‐
３
１
８
０

■他
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
員
募
集

ジュニアキャンパスin木津川市 受講生募集

け
い
は
ん
な
サ
イ
ク
ル
レ
ー
ス 

出
場
者
募
集

　U
-Spirit

ウ
エ
パ
ー
杯
２
０
１
７
け
い
は
ん
な

サ
イ
ク
ル
レ
ー
ス
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

■時
9
月
3
日（
日
）　
※
雨
天
決
行

■所
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
日
時
計
前（
出
発
、終
点
）

■内
・�

精
華
大
通
り
を
中
心
に
、学
研
施
設
の
周

囲
を
回
る
一
周
２
・
３６�

km
の
コ
ー
ス

　
・
初
級
と
小
学
生
は
一
周
１
・
７
km
コ
ー
ス

　
※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
周
回
数
が
異
な
り
ま
す
。

■￥�

小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　
女
性
・
中
学
生
・
高
校
生
　
２
，５
０
０
円

　
そ
の
他
の
方
　
　
　
　
　
　
４
，５
０
０
円

　（
全
て
保
険
料
含
む
。）

■申
8
月
13
日
ま
で
、ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー�

　（http://w
w
w
.sportsentry.ne.jp

）
か�

　
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
京
都
府
自
転
車
協
議
連
盟
　

　
☎
０
９
０
‐
５
１
５
１
‐
９
６
６
９

■他
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
死
の
道
を
選
ぶ
子
ど
も
た
ち

　
広
島
中
学
内
申
書
自
死
事
件
か
ら
何
を
考
え

る
べ
き
か
。

■時
９
月
２
日（
土
）　
午
後
６
時
30
分
～

■所�

い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

　
２
階「
会
議
室
」

■講�

佐
伯�

陽
　
氏（
広
島
都
市
学
園
大
学
教
授
）

■主�・
■問
京
都
南
部
少
年
少
女
自
立
支
援
の
会「
青
空
」

　
代
表
　
佐
々
木
　

　
☎
０
８
０
‐
２
５
０
２
‐
５
１
５
９

■他
・�

講
演
後
、質
問
コ
ー
ナ
ー
や
参
加
者
の�

し
ゃ
べ
り
場
も
あ
り
ま
す
。

　
・
子
育
て
悩
み
相
談
受
付
中
で
す
。

■時9月16日（土）
　午後１時30分～３時、
　午後３時30分～５時
■所いずみホール（中央交流会館）
■内�京都大学博士課程大学院生
によるゼミ
■対�市内の中学校に通学してい
る方
■定80人

■申 �８月18日までに、サイトの
申込みフォームまたは電子
メールで申し込みください。

�　URLhttp://goo.gl/forms/ciU�
　　XWK663i3PINyi1
　 jcinkizugawa@eitc.or.jp
■問（一社）地域教育デザインラボ
　☎050-3746-1783

ふるさと応援事業
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森登記測量事務所

森登記測量事務所 検索

土地家屋調査士

木津川市木津清水 27 番地 17お気軽に
お電話
下さい !

☎

■　土地・建物の登記・測量　■
■　境界に関するご相談　■

森　 理 運

藤 原 義 明

税理士・社労士

藤 原 庸 貴
大 倉 　 康

ファミリーアワー
■時 �9月17日（日）　午後１時～
■内 �「一休さん」など、人形劇団ひとやすみんによる物語
の世界をお楽しみください。プラネタリウムでは、か
くれんぼしている星座を一緒に探してみましょう！
■対 �年齢制限はありませんが、小学校低学年までの内容
■定 �60人
■￥ �大人500円、高校生以下200円、３歳未満無料
■出人形劇団〈ひとやすみん〉
■他 �小学生以下保護者同伴

■申・■問加茂プラネタリウム館　☎76-7645　（休館日�月・木曜日　※祝日の場合その翌日休館）

一般投影のご案内
夏休み期間中は、平日も一般投影を行っています！
■時 �土・日曜日、祝日、8月30日（水）までの火・水・金曜日午前
10時30分～、午後1時30分～、午後3時～
■定 �70人
■￥ �大人500円、中学生・高校生300円、3歳～小学生200円、
3歳未満無料（市内の方は減免対象です。）
■他 �小学生以下保護者同伴

加茂プラネタリウム館 検索

１
階

①市民課�����������������������������☎75-1210
shimin@city.kizugawa.lg.jp

②国保年金課���������������������☎75-1214
kokuho@city.kizugawa.lg.jp

③こども宝課���������������������☎75-1212
kosodate@city.kizugawa.lg.jp

④社会福祉課���������������������☎75-1211
fukushi@city.kizugawa.lg.jp

⑤くらしサポート課���������☎79-0307
kurashi@city.kizugawa.lg.jp

⑥会計課�����������������������������☎75-1218
kaikei@city.kizugawa.lg.jp

２
階

①文化財保護課�����������������☎75-1232
bunkazai@city.kizugawa.lg.jp

②社会教育課���������������������☎75-1233
shakaikyoiku@city.kizugawa.lg.jp

③学校教育課���������������������☎75-1230
gakko@city.kizugawa.lg.jp

④税務課�����������������������������☎75-1203
zeimu@city.kizugawa.lg.jp

⑤まち美化推進課������������☎75-1215
machibika@city.kizugawa.lg.jp

　クリーンセンター建設推進室����☎75-1226
clean-center@city.kizugawa.lg.jp

２
階

⑥健康推進課���������������������☎75-1219
kenko@city.kizugawa.lg.jp

⑦高齢介護課���������������������☎75-1213
kaigo@city.kizugawa.lg.jp

３
階

①危機管理課���������������������☎75-1206
kikikanri@city.kizugawa.lg.jp

②人権推進課���������������������☎75-1217
jinken@city.kizugawa.lg.jp

③行政委員会事務局���������☎75-1208
gyosei@city.kizugawa.lg.jp

④指導検査課���������������������☎75-1224
shido@city.kizugawa.lg.jp

⑤施設整備課���������������������☎79-0553
shisetsu@city.kizugawa.lg.jp

⑥建設課�����������������������������☎75-1223
kensetsu@city.kizugawa.lg.jp

　まちづくり事業推進室����☎75-1225
machizukuri@city.kizugawa.lg.jp

⑦都市計画課���������������������☎75-1222
tokei@city.kizugawa.lg.jp

　木津北地区保全推進室����☎75-1222
kizukita@city.kizugawa.lg.jp

⑧管理課�����������������������������☎75-1221
kanri@city.kizugawa.lg.jp

⑨総務課�����������������������������☎75-1200
somu@city.kizugawa.lg.jp

４
階

①農政課�����������������������������☎75-1220
nosei@city.kizugawa.lg.jp

②観光商工課���������������������☎75-1216
kanko@city.kizugawa.lg.jp

４
階

　企業立地推進室������������☎75-1216
kigyo@city.kizugawa.lg.jp

③人事秘書課���������������������☎75-1234
hisho@city.kizugawa.lg.jp

④財政課�����������������������������☎75-1202
zaisei@city.kizugawa.lg.jp

　行財政改革推進室���������☎75-1202
gyokaku@city.kizugawa.lg.jp

⑤学研企画課���������������������☎75-1201
kikaku@city.kizugawa.lg.jp

５
階
議会事務局�������������������������☎75-1240

gikai@city.kizugawa.lg.jp

出
先
機
関
な
ど

加茂支所（代表）���������������☎76-3611

加茂支所�����������������������������☎76-8501
kamo@city.kizugawa.lg.jp

山城支所（代表）���������������☎86-2300

山城支所�����������������������������☎86-6600
yamashiro@city.kizugawa.lg.jp

西部出張所�������������������������☎72-6770

水道業務課�������������������������☎75-1250
suidogyomu@city.kizugawa.lg.jp

水道工務課�������������������������☎75-1251
suidokomu@city.kizugawa.lg.jp

下水道課�����������������������������☎75-1252
gesui@city.kizugawa.lg.jp

市役所の各課・各部署に電話される際は、電話番号を確認して、かけてください。
開庁日の午前8時30分〜午後5時15分は各課ダイヤルインへ、それ以外の時間は市役所代表（☎72-0501）へ電話してください。

市役所担当課
ダイヤルイン・メールアドレス

市役所担当課
ダイヤルイン・メールアドレス

市役所
　　☎ 72-0501（代表）
　 fax 72-3900（総務課）
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各 

種 

相 

談 

日

学研企画課　☎75-1201　fax 75-2701

毎月１日から５日の間に各世帯に配布していま「広報きづがわ」は、市内の区・自治会などにご協力いただき、
す。届いていない場合は、連絡してください。目の不自由な方には、広報をカセットテープで聞くことができる「声の
広報」、点字で読むことができる「点字広報」を用意しています。詳しくは、学研企画課まで問い合わせてください。

人
権
・
行
政
相
談

■時
午
後
１
時
～
４
時

　
・
８
月
８
日
㈫
　
木
津
人
権
セ
ン
タ
ー

　
・
８
月
23
日
㈬
　
加
茂
人
権
セ
ン
タ
ー

■問
・
人
権
推
進
課
　
☎
75-

１
２
１
７

　
・
総
務
課
　
　
　
☎
75-

１
２
０
０

社
協
法
律
相
談（
１
人
１
回
／
年
度
）��

要
予
約

■時
９
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■所
木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■申�
相
談
月
の
１
日（
土
・
日
曜
日
、祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら
次
へ
。

■問
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
71-

９
５
５
９

■他
８
月
は
、祝
日
の
た
め
開
設
し
ま
せ
ん
。

社
協
心
配
ご
と
相
談

■時
午
後
１
時
30
分
～
４
時

・
８
月
４
日
㈮
　
加
茂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
９
月
１
日
㈮
　
山
城
保
健
セ
ン
タ
ー

■問
社
会
福
祉
協
議
会

　
加
茂
支
所
　
☎
76-

４
３
３
８

　
山
城
支
所
　
☎
86-

４
１
５
１

年
金
相
談
　
要
予
約

■時
８
月
23
日
㈬
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所
庁
舎
北
別
館

■問
京
都
南
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
５-

６
４
３-

２
６
２
０

児
童
相
談
所
全
国
ダ
イ
ヤ
ル

■問
☎
１
８
９（
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０
）

健
康
相
談
　
要
予
約

■問
健
康
推
進
課
　
☎
75-

１
２
１
９

女
性
相
談

■時
毎
週
金
曜
日
　
午
後
１
時
～
３
時

■所
・
■問
女
性
セ
ン
タ
ー
　
☎
72-

７
７
１
９

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
相
談
窓
口
で
す
。

■時
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
。）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■問
高
齢
介
護
課
　
☎
75-

１
２
１
３

障
害
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口

就
労
支
援
の
相
談
窓
口
で
す
。

■時
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
。）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■問
社
会
福
祉
課
　
☎
75-

１
２
１
１

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

■時
水
・
金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

■所
中
央
図
書
館「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
」

■他
同
日
に
、電
話
相
談
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

　
☎
72-

２
６
５
０
　

■問
学
校
教
育
課
　
☎
75-

１
２
３
０

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度

　
解
雇
・
雇
止
め
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
、公

平
・
中
立
な
立
場
で
円
満
に
解
決
し
ま
す
。

■問
京
都
府
労
働
委
員
会

　
☎
０
７
５-
４
１
４-

５
７
３
３

交
通
事
故
相
談

■時
８
月
10
日
㈭
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■所
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

■問
木
津
地
域
総
務
室
　
☎
72-
０
０
５
１

税
理
士
相
談
　
要
予
約
・
無
料

■時
８
月
２
日
、９
月
６
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■問
近
畿
税
理
士
会
宇
治
支
部
事
務
局

　
☎
64-

６
６
５
０

社
会
福
祉
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
　
相
談
会

■時
８
月
５
日
、９
月
２
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
。）

■所
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原

■問
京
都
社
会
福
祉
士
会

　
☎
０
９
０-

４
４
９
８-

４
６
８
９

消
費
生
活
相
談

■時
月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■所
相
楽
会
館（
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣
）

■問
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
☎
72-

９
９
５
５

多
重
債
務
法
律
相
談
　
要
予
約

■時
８
月
10
日
㈭
　
午
後
5
時
～
6
時
30
分

■所
庁
舎
北
別
館

■問
観
光
商
工
課
　
☎
75-

１
２
１
６

「
く
ら
し
と
し
ご
と
」の
相
談
窓
口

■時
・
月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課

　
・
第
２
水
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

　
　
山
城
支
所
別
館

　
・
第
３
水
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

　
　
加
茂
支
所

■他
正
午
～
午
後
１
時
、閉
庁
日
を
除
く
。

■問
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課
　
☎
79-

０
３
０
７

弁
護
士
の
法
律
相
談
　
要
予
約

■時
火
曜
日
　
午
後
１
時
～
５
時

■所
東
部
交
流
会
館

■￥
５
，４
０
０
円
／
40
分

■他�

収
入
や
資
産
の
少
な
い
方
は
、相
談
料
は

無
料
で
す
。

■問
京
都
弁
護
士
会

　
☎
０
７
５-

２
３
１-

２
３
７
８

介護付有料老人ホーム 8月6日（日）～20日（日）

近鉄高の原駅からのタクシー代をご用意します。

・看護師24時間常駐 ・手厚い介護体制
・協力医療機関との連携

の皆様へ

AM9：00～PM5：00http://www.hcm-suncity.jp

ランチ付見学会［要予約］
相談しやすい法律事務所

近鉄奈良駅徒歩５分
駐車場完備・時間応相談

弁護士 〈奈良弁護士会所属〉

〈奈良弁護士会所属〉
奈良市登大路町 11－1 登大路プラッツ３階

各種訴訟経験豊富

松本　 浩志
板野　 陽一

☎ 0742-20-6686

弁護士

松本・板野法律事務所
初回相談30分無料

まずはお気軽に
ご相談ください

松本板野法律事務所 検 索

広報           2017.833



342017.8 広報

Ａ地区①② Ｂ地区①② Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区
金曜 水曜　 月曜 月曜 火曜 火曜 水曜

地区別収集区域表（燃やすごみ以外）

ビニール・プラスチック容器包装（レジ袋・食品カップ・卵ケースなど）

月・木曜　

火・金曜

水・土曜

観音寺、大野、法花寺野、北新町の一部、中新町の一部、
南町、西町、中町、東町（駅西2含む）、中森、岡崎の一部、
河原、南加茂台1・8・9・12・14丁目、プレステマンション

二本松、高田、北新町の一部、中新町の一部、南新町（駅
西1・駅東1の一部含む）、兎並、兎並西（駅東4含む）、山
ノ上、北、小谷上、小谷下、山田、当尾地区全域、南加茂
台3・4・5・6・10・15丁目

里、銭司、井平尾、岡崎の一部、西、東、登大路、仏生寺、
口畑、奥畑、駅東1・2・3（プレステマンションを除く）、
南加茂台1丁目の一部・2・7・11・13丁目

Ａ地区①②
Ｂ地区①②
Ｃ地区・Ｄ地区

Ｅ地区・Ｆ地区
Ｇ地区

第4月曜
第2月曜
第4月曜

第4火曜
第1月曜

燃やすごみ（生ごみ・木くず・紙くずなど）

燃やさないごみ（ビン・かん・陶器類・蛍光灯など）

ビニール・プラスチックごみ（ビデオテープ・歯ブラシ・靴など）

燃やすごみ 新聞・雑誌・段ボール
古着・雑がみ

燃やさないごみ
（ビン、かん、陶器類、蛍光灯など）

ビニール・プラスチックごみ
（ビデオテープ、歯ブラシ、靴など）

Ａ地区（第2・4水曜）
Ｂ地区（第2・4木曜）

0
0

（注）収集日は同じ日ですが、必ず別々の袋に入れて出してください。

Ａ地区（上狛北部・上狛南部）
Ｂ地区（綺田・平尾・椿井・北河原・神童子）

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

ビニール・プラスチック容器包装
（レジ袋、食品カップ・卵ケースなど）

山城区域全域　月曜日

区　域

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ 地 区

Ｄ 地 区

Ｅ 地 区

Ｆ 地 区

Ｇ 地 区

地　　　　　　　区
南加茂台4・6・8・9丁目
南加茂台12・13・14・15丁目
南加茂台1・2・3・5丁目
南加茂台7・10・11丁目
井平尾、岡崎、河原、西、東、登大路、
仏生寺、口畑
里、二本松、観音寺、大野、法花寺野、南加茂台1丁目の一部
新町（駅西1、駅東1の一部を含む）、南町、西町、
中町、東町（駅西2含む）、中森、兎並、山ノ上、北
兎並西（駅東4含む）、駅東1・2・3、小谷
上、小谷下、銭司、山田、奥畑
高田、当尾地区全域

①
②
①
②

※キャップ・ラベルは外して出してください。

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

Ａ地区①②（第2・4木曜）
（第1・3月曜）Ｂ地区①②

Ｃ地区（第2・4水曜）
Ｄ地区（第2・4木曜）
Ｅ地区（第2・4金曜

（第2・4火曜
）
）Ｆ地区

Ｇ地区（第1・3木曜）

Ａ地区①②
Ｂ地区①②（第1・3木曜）

（第1・3火曜）

Ｃ地区（第1・3木曜）
Ｄ地区（第1・3木曜）
Ｅ地区（第1・3金曜）
Ｆ地区（第1・3金曜）

（第2・4月曜）Ｇ地区

※詳しくは、「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

※詳しくは、
「ごみ収集カレンダー」を
ご覧ください。

※「ごみ収集カレンダー」及び「ごみの分別と出し方ガイドブック」は、市ホームページに掲載しています。

※

ペットボトル

に決められた場所へ出してください。ごみは、決められた日の、

※ア地区：綺田・平尾（鳴子川から北）
　イ地区：上狛北部・上狛南部
　　　　　北河原・椿井・神童子
　　　　　平尾（鳴子川から南）

①地区 ②地区

④地区 ⑤地区

③地区

⑥地区

①地区（上狛南部・国道24号から西側・国道163号から南側）
②地区（上狛北部・国道24号から東側）
③地区（椿井・北河原・南平尾（鳴子川から南））
④地区（南平尾（鳴子川から北）・神童子）
⑤地区（北平尾・南綺田（不動川から南））
⑥地区（南綺田（不動川から北）・北綺田）

飲料用紙パック…中を洗って、切り開き、乾かしてください。
ペットボトル　…キャップとラベルは外して出してください。

山城区域全域　第3水曜日

Ａ地区① Ａ地区② Ｂ地区① Ｂ地区② Ｃ地区

Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区

に決められた場所へ出してください。ごみは、決められた日の、

8月9日・23日　9月13日
8月10日・24日　9月14日

ア地区（8月17日、毎月第3木曜日）
イ地区（8月18日、毎月第3金曜日）

8月26日（土） 9月9日（土） 9月23日（土）

10月14日（土）10月28日（土）8月12日（土）

8月17日（木）10月20日（金）8月25日（金） 8月8日（火）

10月10日（火）10月31日（火）10月16日（月）10月13日（金）10月19日（木）

9月14日
9月 4 日
9月13日
9月14日
9月 8 日
9月12日
9月 7 日

8月 10日・24日
8月 7 日・21日
8月 9 日・23日
8月 10日・24日
8月 11日・25日
8月 8 日・22日
8月 3 日・17日

9月 5 日
9月 7 日
9月 7 日
9月 7 日
9月 1 日
9月 1 日
9月11日

8月 1 日・15日
8月 3 日・17日
8月 3 日・17日
8月 3 日・17日
8月 4 日・18日
8月 4 日・18日
8月 14日・28日
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・
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市　　役　　所
女 性 セ ン タ ー
リサイクル研修ステーション
西 部 交 流 会 館
東 部 交 流 会 館
京都府木津総合庁舎駐車場前倉庫内
以上施設開所日のみ設置
スーパー中村屋（木津店）

スーパー中村屋
※ペットボトルのみ

（梅美台店）

城　　酒　　店
イ ワ ウ チ 酒 店
JA京都やましろ木津支店
アルプラザ（木津店）
ハーベス（木津川台店）
イオン高の原店（西側入口）
サンディ（木津店）
フレンドマート（木津川店）
フレスコ（木津駅前店）

以上営業日のみ設置

飲料用紙パック
ペットボトル
回収容器常設場所

Garbage Collection

第1火曜
第2火曜
第3火曜
第4火曜

Ａ地区・Ｄ地区
Ｂ地区・Ｃ地区・Ｋ地区
Ｅ地区・Ｈ地区・Ｉ地区
Ｆ地区・Ｇ地区・Ｊ地区

燃やさないごみ
Incombustible

ビニール・プラスチックごみ
Plastic and Vinyl

（第1・3火曜） 
（注）必ず、別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック
Paper cartons
※中を洗って、切り開き、

乾かしてください。

古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth

ペットボトル
Plastic bottles

※キャップとラベルは外し
て出してください。

拠点回収

拠点回収

決められた場所へ出してください。

Permanent collection points for paper cartons/
Plastic bottles
We regret that due to lack of space, no details in English are
available. Please  ask  your  neighbors and/or the Kizugawa
city office  for  information regarding collection points. 

ビン・かん・陶器類・蛍光灯など
（Bottles, cans, pottery etc.）

ビデオテープ・歯ブラシ・靴など
（Video tapes, tooth brushes etc.）

Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth must
each be  sorted  out  separately.
These items should be recycled and not be treated as combustible waste.

梅美台公園南側歩道

黄葉公園
も み じ

第3月曜日

まち美化推進課 75-1215

ビニール・プラスチック容器包装
Plastic casing / wrapping

Ｂ地区

（Mon.）

Ｃ地区

木曜
（Thu.）

Ｄ地区

水曜
（Wed.）

Ｅ地区

水曜
（Wed.）

Ｆ地区

月曜
（Mon.）

Ｈ地区

（Tue.）

Ｉ地区

火曜
（Tue.）

Ｊ地区

金曜
（Fri.）

Ｋ地区

火曜
（Tue.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

月曜

Ｇ地区

金曜
（Fri.）

火曜

収集でき
ないごみ

タイヤ・廃油・バッテリー・農薬・劇物・消火器などの
処理は購入店または専門業者に相談してください。

レジ袋・食品カップ・卵ケースなど
Grocery bags,Food containers,Egg cartons etc.

Please note that we are unfortunately not able to accept
dangerous materials, chemicals, car-batteries, tires or oil etc. These
items should be taken to the store from which you bought them.

燃やすごみ
Combustible

生ごみ・木くず・紙くずなど
Kitchen waste, dust etc.

Ａ地区
Ｂ地区（第1・3木曜）

（第1・3月曜）
Ｃ地区
Ｄ地区
Ｅ地区（第2・4土曜）

（第2・4月曜）

Ｆ地区（第2・4木曜）
（第2・4火曜）Ｇ地区

Ｈ地区（第1・3金曜）
Ｉ地区（第2・4水曜）
Ｊ地区（第1・3水曜）
Ｋ地区（第2・4金曜）

※詳しくは、
「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

第1木曜日

粗大ごみ
Oversized Garbage

※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

机・自転車・ストーブ・タンスなど
Desk, bicycle, stove, chest  etc.

古紙類…新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなどは完全リサイ
クルされます。「燃やすごみ」として収集されません。各地域
で、定められた場所にきちんと出してください。

城山台小学校

城山台小学校

English instructions are available at Kizugawa City Hall.

古紙類をリサイクルすることで燃やすごみの量を減らす
ことができます。
古紙類集団回収事業
古紙類等の集団回収にご協力ください。
集団回収で古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
を収集された場合、補助金（予算範囲内）を支払います。
※収集業者によって回収品目が異なることがあります。

詳しくは、各収集業者に問い合わせてください。
Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区

Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区 Ｈ地区

Ｉ地区 Ｊ地区 Ｋ地区

に決められた場所へ出してください。ごみは、決められた日の、

9月14日（木） 8月30日（水）10月30日（月）

10月3日（火） 9月23日（土） 9月28日（木） 8月24日（木）

8月29日（火）10月14日（土）10月28日（土） 8月1日（火）

9月 5 日
9月 7 日
9月11日
9月 4 日
9月 9 日
9月14日
9月12日
9月 1 日
9月13日
9月 6 日
9月 8 日

8月 1 日・15日
8月 3 日・17日
8月14日・28日
8月 7 日・21日
8月12日・26日
8月10日・24日
8月 8 日・22日
8月 4 日・18日
8月 9 日・23日
8月 2 日・16日
8月11日・25日

広報           2017.835



ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

木
津
川
市
を
創
る
す
べ
て
の
絆
［
第
六
十
回
］

今月の　　　 と木津川人キラッ

熊く
ま
ざ
わ澤 

良り
ょ
う
そ
ん尊

　さ
ん

最
近
、連
日
、メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
将
棋
。

今
回
は
、そ
の
将
棋
で
使
用
さ
れ
て
い
る「
駒
」を
作
る 

熊
澤
良
尊
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
将
棋
が
好
き
で
、よ
く
遊
ん
で
い
た
と

い
う
熊
澤
さ
ん
。就
職
し
て
か
ら
は
仲
間
と
将
棋
ク
ラ
ブ
を

作
り
、先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
。

あ
る
時
、宝
石
の
よ
う
な
綺
麗
な
駒
に
出
会
っ
た
こ
と
が

「
駒
」に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

「
こ
ん
な
見
事
な
駒
を
手
元
に
欲
し
い
と
思
い
、有
名
な
職

人
に
製
作
を
依
頼
し
た
ん
で
す
。で
も
全
然
出
来
上
が
ら
な

い
の
で
、自
分
で
作
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。人
並

み
く
ら
い
に
は
で
き
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
」と
笑

う
。材

料
探
し
か
ら
始
め

て
、よ
う
や
く
出
来
上
が

っ
た
も
の
を
将
棋
の
先

生
に
見
せ
る
と
、な
ん

と「
よ
く
で
き
て
い
る
の

で
、今
度
京
都
で
あ
る
、

時
の
名
人
と
九
段
の
記

念
対
局
に
使
お
う
」と
言

わ
れ
た
と
い
う
。

「
初
め
て
作
っ
た
駒

が
い
き
な
り
名
人
に

使
わ
れ
る
と
は
驚
き
、

天
に
も
昇
る
気
持
ち

で
し
た
」と
語
る
。

38
歳
の
頃
に
は
、

『
名
駒
大
鑑
』と
い
う

駒
の
専
門
書
を
自
費

出
版
し
た
。

「
い
ず
れ
は
、駒
作

り
を
本
職
に
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
だ
け
で
食

べ
て
い
く
に
は
、良
い
も
の
を
作
る
こ
と
と
、名
前
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。こ
の
本

を
出
版
し
た
の
も
、そ
の
た
め
で
す
」と
話
す
。

駒
作
り
の
歴
史
を
調
べ
る
な
か
で
、水
無
瀬
神
宮
の
公

家
が
、天
皇
や
徳
川
家
か
ら
も
注
文
を
受
け
て
駒
を
作
っ

て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。

「
４
０
０
年
前
の
当
時
は
、贈
答
品
と
し
て
も
使
わ
れ
て

い
た
ん
で
す
。今
、一
番
高
級
と
さ
れ
て
い
る
駒
は
、文
字

を
彫
っ
た
部
分
を
漆
で
埋
め
て
平
ら
に
し
、そ
れ
を
漆
で

な
ぞ
っ
て
盛
り
上
げ
る
“
盛
り
上
げ
駒
”
と
い
う
も
の

で
す
が
、こ
の
水み

な

せ
無
瀬
兼か

ね
な
り成

さ
ん
は
、漆
で
立
派
な
字
を
直

接
駒
に
書
か
れ
て
い
た
ん
で
す
」と
語
る
。

52
歳
の
頃
、会
社
が
早
期
退
職
者
を
募
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、退
職
し
た
と
い
う
。

「
駒
作
り
の
道
に
進
ん
で
か
ら
の
苦
労
は
記
憶
に
あ
り

ま
せ
ん
。う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、自
分
の

努
力
が
結
果
と
し
て
き
ち
ん
と
形
に
残
る
の
で
、や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
時
と
比

べ
て
、50
倍
の
人
と
の
付
き
合
い
が
あ
り
、楽
し
い
で
す

よ
。作
っ
た
駒
を
タ
イ
ト
ル
戦
な
ど
で
も
使
っ
て
も
ら
え

て
、好
き
な
こ
と
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
」と

語
る
。

そ
し
て
、「
若
い
う
ち
に
本
当
に
好
き
な
こ
と
に
出
会
う

の
が
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、き
っ
と
良
い
チ

ャ
ン
ス
に
な
り
、人
生
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
」と

続
け
た
。

そ
ん
な
熊
澤
さ
ん
に
、今
後
の
目
標
を
伺
っ
た
。

「
目
標
は
、４
０
０
年
前
の
水
無
瀬
兼
成
さ
ん
の
よ
う

に
、品
格
の
あ
る
立
派
な
駒
を
作
る
こ
と
。そ
し
て
、健
康

で
、兼
成
さ

ん
に
あ
や

か
っ
て
88

歳
ま
で
駒

づ
く
り
を

続
け
る
こ

と
で
す
」と

語
っ
て
く

れ
た
。

駒
と
共
に
歩
み
続
け
て

マ
チ
オ
モ
イ
部 

学
研
企
画
課

2017

No.125
8

第
125
号
◆
平
成
29
年
8
月
発
行

A
ug'17


